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児童生徒の困っている
点をその場で解決します

23

　子供たちの生きる力の育成を目指し、少人数によるきめ細かな
指導や地域と連携した学習体験などを通じて、学力と共に豊かな
人間性を育む学校教育を進めています。

◆ 

さ
わ
や
か
相
談
員

　
さ
わ
や
か
相
談
員
を
配
置
し
、
学

校
や
地
域
社
会
に
お
い
て
児
童
生
徒

の
悩
み
が
生
じ
た
と
き
の
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。

◆ 「
行
田
版
ケ
イ
タ
イ
・

 

ス
マ
ホ
家
庭
の
約
束
」

　
携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

上
手
に
使
う
た
め
、
家
庭
と
学
校
が

協
力
し
、
家
庭
で
の
約
束
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

◆ 

い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議
会

　
い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議
会

を
設
置
し
、
関
係
機
関
、
団
体
の
連

携
に
よ
り
、
い
じ
め
の
防
止
対
策
の

推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

◆ 

生
命
・
い
の
ち
の
授
業

　「
が
ん
」
に
対
す
る
正
し
い
知
識

や
「
生
命
の
誕
生
」
を
通
し
て
命
の

大
切
さ
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。

◆ 

ふ
る
さ
と
学
習

　
地
域
の
自
然
や
歴
史
、
文
化
、
人

材
を
生
か
し
た
学
習
活
動
に
よ
り
、

ふ
る
さ
と
行
田
へ
の
誇
り
と
郷
土

愛
を
育
て
て
い
ま
す
。

◆ 

寺
子
屋
事
業

（
元
気
な
学
校
を
つ
く
る
地
域
連
携
推
進
事
業
）

　
校
内
の
環
境
整
備
や
登
下
校
時

の
見
守
り
活
動
な
ど
、
地
域
の
力
を

活
用
し
た
教
育
活
動
に
よ
り
、
健
や

か
な
子
ど
も
の
育
成
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

◆ 

不
登
校
対
策
担
当
チ
ー
ム
会
議

　
専
門
家
と
の
連
携
を
強
化
し
た

組
織
的
な
対
応
に
よ
り
、
不
登
校
児

童
生
徒
の
改
善
、
引
き
こ
も
り
や
孤

立
化
の
防
止
を
図
っ
て
い
ま
す
。

▼ 

生
活
学
習
指
導
教
員

▼ 

複
数
学
習
指
導
教
員

　
小
・
中
学
校
の
国
語
や
算
数
（
数

学
）、
外
国
語
（
英
語
）
の
授
業
に

お
い
て
、
担
任
と
支
援
教
員
の
2
人

が
テ
ィ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
を
行

い
、
き
め
細
か
な
授
業
を
進
め
て
い

ま
す
。
学
習
に
つ
ま
ず
き
が
見
ら
れ

る
児
童
生
徒
に
支
援
教
員
が
寄
り
添

い
、
丁
寧
な
学
習
支
援
の
も
と
基
礎

基
本
の
定
着
を
目
指
し
ま
す
。

◆ 

外
国
語
活
動
・
外
国
語
教
育

　
外
国
語
指
導
助
手
（
A
L
T
）
を

小
・
中
学
校
に
配
置
し
、
外
国
語
教

育
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

◆ 

体
力
の
向
上

　「
行
田
版
体
育
必
携
」
を
作
成
、

活
用
し
、
力
い
っ
ぱ
い
運
動
で
き
る

楽
し
い
体
育
授
業
の
充
実
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

◆ 

健
康
・
安
全
教
育

　
救
命
講
習
や
防
災
訓
練
を
通
じ
て

危
機
意
識
を
高
め
、
自
分
の
命
は
自

分
で
守
る
た
め
の
学
習
の
充
実
を

図
っ
て
い
ま
す
。

◆ 

I
C
T
教
育
環
境
整
備

　
令
和
2
年
度
中
に
全
小
・
中
学
校

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
を
整
備
す

る
と
と
も
に
、
児
童
生
徒
一
人
に

1
台
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
導
入
し
、

I
C
T
教
育
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

◆ 

き
ら
き
ら
サ
ポ
ー
タ
ー

　
教
育
上
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す

る
児
童
生
徒
に
対
し
、
学
校
に
お
け

る
日
常
生
活
動
作
の
介
助
や
学
習
活

動
上
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
特
別
支
援

教
育
支
援
員
「
き
ら
き
ら
サ
ポ
ー

タ
ー
」
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

　
小
学
校
低
学
年
に
お
い
て
、
基
本

的
な
生
活
習
慣
の
確
立
の
た
め
の
支

援
を
行
い
、
児
童
が
落
ち
着
い
て
授

業
を
受
け
、
学
習
内
容
が
定
着
で
き

る
よ
う
に
し
ま
す
。

「
未
来
を
切
り
拓ひ

ら

く
力
」を
育
む

◆ 

学
力
向
上
支
援
教
員

　
生
活
学
習
指
導
や
複
数
学
習
指
導

な
ど
分
か
る
授
業
を
支
援
す
る
た
め

小
・
中
学
校
に
学
力
向
上
支
援
教
員

を
配
置
し
、
き
め
細
か
な
指
導
、
個

に
応
じ
た
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

確
か
な
学
力
の
育
成

行
田（
ふ
る
さ
と
）
を
愛
す
る

 

心
の
育
成

児童が安心して
学校生活を送れるよう、

支援します

ALTによる授業風景

子どもの悩みを真剣に聞くさわやか相談員

豊
か
な
人
間
性
の
育
成

健
や
か
な
心
と
体
の
育
成
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◆ 

給
食
費
無
償

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
る
子
育
て
世
帯
の
負
担
軽

減
の
た
め
、
令
和
2
年
度
の
市
立

小
・
中
学
校
の
給
食
費
を
無
償
と
し

ま
し
た
。

◆ 

ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・

 

ス
タ
ッ
フ
の
配
置

　
教
室
の
消
毒
な
ど
、
教
職
員
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・

ス
タ
ッ
フ
を
各
学
校
に
配
置
し
ま
す
。

　
感
染
症
対
策
に
努
め
な
が
ら
、
教

職
員
の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

▼ 

問
い
合
わ
せ
　
学
校
教
育
課
☎

5
5
6
―
8
3
1
6

し
出
し
指
導
や
図
書
館
利
用
の
た
め

の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、

読
書
活
動
が
充
実
す
る
よ
う
支
援
し

て
い
ま
す
。

◆ 

学
校
図
書
活
動
推
進
教
員
の
配
置

　
学
校
図
書
館
の
充
実
お
よ
び
活
性

化
の
推
進
、
児
童
生
徒
の
読
書
習
慣

の
定
着
を
図
る
た
め
、「
行
田
市
学

校
図
書
活
動
推
進
教
員
」
を
配
置
し

て
い
ま
す
。
児
童
生
徒
が
読
書
に
興

味
・
関
心
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
市
立
図
書
館
か
ら
の
学
校
図
書

館
支
援
員
と
連
携
・
協
力
し
、
書
架

の
レ
イ
ア
ウ
ト
変
更
や
傷
ん
だ
本
の

修
理
な
ど
、
児
童
生
徒
が
使
い
や
す

い
学
校
図
書
館
に
す
る
た
め
の
環
境

づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、貸

　
他
に
も
、掃
除
、パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン

の
設
置
、
心
の
ケ
ア
な
ど
に
も
注
意

し
て
い
ま
す
。
ま
た
給
食
時
は
机
を

向
か
い
合
わ
せ
に
せ
ず
、
全
員
が
前

を
向
い
て
食
事
を
し
て
い
ま
す
。

•
学
校
行
事
の
見
直
し

　 

授
業
時
間
を
確
保
す
る
と
同
時

に
、
感
染
症
拡
大
の
リ
ス
ク
を
低

減
す
る
た
め
、
学
校
行
事
を
中
止

し
た
り
縮
小
し
た
り
す
る
な
ど
、

見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆ 

感
染
症
対
策
の
実
施

　
学
校
で
の
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め

に
も
子
供
た
ち
一
人
一
人
が
次
の
こ

と
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◆ 

行
田
版
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
教
室

　
7
月
、8
月
の
土
曜
日
の
全
6
回
、

市
内
中
学
校
8
校
に
お
い
て
、
行
田

版
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
教
室
を
実
施
。

臨
時
休
業
に
よ
り
受
験
へ
の
不
安
を

抱
え
る
中
学
3
年
生
を
支
援
す
る
た

め
、
基
礎
学
力
の
定
着
の
た
め
の
補

習
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

◆ 
授
業
時
間
の
確
保

　
臨
時
休
業
に
よ
り
不
足
す
る
授
業

時
間
を
確
保
す
る
た
め
、
次
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

•
時
間
割
編
成
の
見
直
し

　 

授
業
時
間
を
1
週
間
あ
た
り
1
〜

2
時
間
増
や
し
ま
し
た
。

•
夏
季
休
業
日
の
短
縮

　 

授
業
時
間
を
確
保
す
る
た
め
、
夏

季
休
業
日
を
14
日
間
短
縮
し
ま

し
た
。

　新型コロナウイルス感染症の収束の見通
しが立たない中ではありますが、「学校の新
しい生活様式」を取り入れ、感染予防に努め
ながら学校生活を送っています。

学校の新しい生活様式
を紹介します

そ
の
他
の
取
り
組
み

マスクの着用
うがい

ソーシャルディスタンス
（トイレの順番待ちなど）

手洗い

整理された学校図書館

いっしょに子供たちを見守りませんか
スクール・サポート・スタッフ

を募集します
　小・中学校における教室内の消毒、児童生徒の健康観
察の取りまとめなど、教職員のサポート業務を行う「ス
クール・サポート・スタッフ」を募集します。
▶雇用期間　任用の日から令和3年3月31日まで
▶勤務時間　1日3時間以内、週5日以内
▶勤務場所　市内小・中学校
▶募集人員　15人
▶時　　給　938円
▶選考方法　面接の上、選考します。
▶申し込み　 行田市スクール・サポート・スタッフ任用申

込書に必要事項を記入の上、直接または郵
送により提出してください。申請書は学校教
育課にて配布する他、市ホームページから
ダウンロードできます。

  【持参・郵送】〒361―0052  行田市本丸
2―20  行田市教育委員会学校教育課

　中学校区内の小・中学校が「目指す子供像」を
共有し、その実現のため義務教育9年間を見通
した系統的な教育（小中一貫教育）を推進してい
きます。
　小学校高学年からの一部教科担任制の導入や乗
り入れ授業（小学校の教員が中学校で授業を行い、
中学校の教員が小学校で授業を行うこと）などに
より、児童生徒の学力向上、教員の指導力向上な
どの効果が期待できます。また、児童生徒の成
長を9年間にわたり支援することにより、「中一
ギャップ」などさまざまな成長段階における課題
の解消が期待できます。

▶問い合わせ　学校教育課☎556―8316

　本市では、施設の形態により、施設一体型の形
態を「義務教育学校」、施設隣接型・施設分離型の
形態を「小中一貫型の小学校・中学校」として、小
中一貫教育を推進していきます。

　令和4年4月に再編成により新たな義務教育学
校と小学校が開校する予定です。
　再編成を進めるためには、校名、PTA活動や
ジャージーなどさまざまなことを検討する必要が
あります。令和元年度に地域、保護者、教職員に
よる準備委員会および専門部会を組織し、現在、
協議を進めています。再編成について、現時点で
決まった内容をご紹介します。

① 北河原小学校、荒木小学校、須加小学校、
見沼中学校の再編成（義務教育学校）

▶校 名　 見沼さくら小中学校（最終候補）
※今後条例改正を経て確定します。

▶校歌・校章　校名決定後、作成を進めます。
▶ジャージー　10月～ 12月に保護者投票を実施
▶制 服　9月に保護者アンケートを実施
▶そ の 他　 PTA活動や通学路・スクールバスな

どについて協議を進めています。

②中央小学校、星宮小学校の再編成
▶校 名　 忍小学校（最終候補）

※今後条例改正を経て確定します。
▶校歌・校章　校名決定後、作成を進めます。
▶ジャージー　11月～12月に保護者投票を実施
▶そ の 他　 PTA活動や通学路・スクールバスな

どについて協議を進めています。

▶問い合わせ　 教育総務課学校再編・小中一貫校推
進担当☎556―8311

小中一貫教育を推進します

学校の再編成を進めています

学校の新しい生活様式学校の新しい生活様式
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　令和元年度の決算がまとまりました。決算は、自治体の予算執行や財政運営を明らかにするものです。
　市民の皆さんからいただいた大切な税金や国・県支出金などの収入がどのくらいあって、どのように使わ
れたのかをお知らせします。　

行田市の決算概要をお知らせします

令和元年度 決算報告

民生費（41.1%）
110億2,325万円
【136,925円】

教育費(11.0%)
29億3,387万円
【36,443円】

公債費(10.4%)
27億7,923万円
【34,522円】

その他（8.4%）
22億7,777万円
【28,293円】

総務費（12.2%）
32億7,994万円
【40,742円】

土木費（11.5%）
30億8,269万円
【38,291円】

衛生費(5.4%)
14億5,065万円
【18,019円】

歳 出

市税(38.4%) 
106億5,973万円
【132,409円】

譲与金・交付金（7.4%）
20億5,856万円
【25,570円】

市債（6.1%）
16億9,879万円
【21,102円】

その他（10.1%）
28億204万円
【34,805円】

国・県支出金
(21.7%) 

60億2,048万円
【74,783円】

地方交付税（16.3%）
45億1,998万円
【56,145円】

歳 入

一般会計
歳入総額 277億5,958万円【344,814円】　前年度比10億4,199万円(3.9％)の増

歳出総額 268億2,740万円【333,235円】　前年度比12億2,538万円(4.8％)の増

市税  
固定資産税や法人市民税の
増などにより、前年度比1億
7,360万円の増となりました。

国・県支出金  
幼児教育・保育の無償化に伴
う国・県負担金の増や、選挙費
委託金の増などにより、前年
度比6億4,818万円の増とな
りました。

地方交付税  
普通交付税の増などにより、
前年度比2億5,587万円の増
となりました。

民生費  
幼児教育・保育の無償化や生
活保護費の増加の影響によ
り、前年度比6億7,197万円
の増となりました。

総務費  
退職手当や選挙関連経費の
増などにより、前年度比6億
4,551万円の増となりました。

教育費  
小中学校非構造部材耐震改修
事業費の減などにより、前年
度比1億9,726万円の減とな
りました。

※グラフの【　】の数値は、市民1人当たりの額です。
　歳入から歳出を引いた9億3,218万円は令和2年度に繰り越しました。

　令和元年度における歳入歳出差引額は9.3億円の黒字となりました。
　歳入は、市税が1.7億円、国・県支出金が6.5億円、地方交付税が2.6億円増加したことなどにより、歳入規模
は前年度と比べ10.4億円増の277.6億円となりました。
　歳出は、教育費で2億円の減があったものの、生活保護費や保育所等施設整備費補助金の増加などによる
民生費の増、退職手当や選挙関係経費の増加による総務費の増が減少要因を上回り、歳出規模は前年度と比
べ12.3億円増の268.3億円となりました。

決算の特徴

令和元年度に取り組んだ主な事業
★民生費
〈前年度比6億7,197万円(6.5％ )の増加〉
　●障害者自立支援給付事業 14億5,746万円
　●子ども医療費支給事業 2億5,045万円
　●放課後児童対策事業 2億1,947万円
　●保育事業 17億6,212万円
　●児童手当等支給事業 14億8,861万円
　●生活保護事業 16億4,318万円

★土木費
〈前年度比1,735万円(0.6％ )の減少〉
　●JR行田駅前広場再整備事業 1億3,754万円
　●橋りょう新設改良事業 8,776万円
　●出水対策事業 2億1,949万円
　●水城公園東側園地再整備事業 6,695万円

★衛生費
〈前年度比1,289万円(0.9％ )の減少〉
　●救急医療体制等整備事業 3,213万円
　●健康づくり推進事業 162万円
　●感染症予防事業 1億7,505万円
　●斎場整備事業 1,976万円
　●環境衛生事業 7億2,723万円

★総務費
〈前年度比6億4,551万円(24.5％ )の増加〉
　●JR行田駅前自転車駐車場整備事業 2,068万円
　●子育て世帯定住促進事業 5,025万円
　●移住・定住プロジェクト 733万円
　●循環バス運行事業 1億242万円
　●デマンドタクシー事業 2,355万円

★教育費
〈前年度比1億9,726万円(6.3％ )の減少〉
　●小学校屋内運動場非構造部材耐震改修事業 1億5,025万円
　●いじめ対策事業 1,295万円
　●教育文化センター・総合体育館非構造部材耐震改修事業 8,489万円
　●富士見公園野球場防球ネット設置事業 4,070万円
　●市制施行70周年記念 NHK夏期巡回ラジオ体操
　　・はつらつママさんバレーボール 228万円

★その他
　●田んぼアート米づくり体験事業 1,588万円
　●農道及び農業用排水路整備事業 7,987万円
　●企業立地促進事業 2億1,376万円
　●中小企業振興事業 1,371万円
　●産業団地整備事業 2,587万円
　●行田版DMOを核とした持続可能な地域形成プロジェクト  5,476万円
　　※ 観光協会を民営化し、地域資源を生かした観光コンテンツ

の開発などによる観光地域づくりを目指す取り組み
　●低所得者・子育て世帯プレミアム付商品券事業 4,800万円

田んぼアート米づくり体験事業市制施行70周年記念はつらつママさんバレーボール水城公園東側園地再整備事業放課後児童対策事業（西第二学童保育室新設）
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特別会計  歳入歳出決算額
　特別会計は、特定の事業をより円滑に進めるために、一般会計から分離して別に収支経理を行うもので、国
の法律や市の条例によって設けることができる会計制度です。

※実質収支とは、歳入歳出決算の差引額から繰越事業に充てる財源を控除した実質的な翌年度への繰越額です。

会 計 名 歳 入 決 算 額 歳 出 決 算 額 翌 年 度
繰越財源 実 質 収 支うち一般会計

からの繰入金

国民健康保険事業 86億8,541万円 5億7,042万円 84億1,446万円 ― 2億7,095万円

交通災害共済事業 4,388万円 ― 2,424万円 ― 1,964万円

介 護 保 険 事 業 66億7,312万円 8億8,180万円 62億8,684万円 ― 3億8,628万円

後期高齢者医療事業 9億4,698万円 2億1,121万円 9億484万円 ― 4,214万円

健全化判断比率・資金不足比率
　財政の健全度は、実質赤字比率などの4つの指標で判断されます。1つでも「早期健全化基準」を超えると黄
色信号、「財政再生基準」を超えると赤信号(財政破綻)になります。令和元年度決算の本市の数値は、全ての指
標で「早期健全化基準」を下回っています。

※平成29・30年度の実質公債費比率と将来負担比率の順位は、県内全市町村で良い方から数えた順位です。

※資金不足額や剰余額は、一般会計などの実質収支額と合算して、連結実質赤字比率を算定します。

R元決算比率
早期健全化基準

比率の説明
H30決算比率 H29決算比率

財政再生基準 県内市町村での本市の順位

実 質 赤 字 比 率 －
12.65％ 一般会計の赤字割合を

示すもの(赤字がないと
きは、算定されません)

― ―

20.00％ 全市町村で比率なし

連結実質赤字比率 －
17.65％ 全会計の赤字割合を示

すもの(赤字がないとき
は、算定されません)

― ―

30.00％ 全市町村で比率なし

実質公債費比率 4.1％
25.0％ 一般会計における借金

返済額等の割合を示す
もの

4.4% 4.4%

35.0％ 23位／63市町村 26位／63市町村

将 来 負 担 比 率 13.6％
350.0％ 一般会計における将来

支払う可能性のある負
債割合を示すもの

17.3% 19.9%

― 28位／63市町村 27位／63市町村

公営企業会計 R元決算比率 経営健全化基準 比率の説明
H30決算比率 H29決算比率
県内市町村での本市の順位

水 道 事 業 会 計 ―

20.00％

公営企業の事業規模に
対する資金不足(赤字)
割合を示すもの
(資金不足がないとき
は、比率は算定されま
せん)

― ―

県内全会計で
比率なし

県内全会計で
比率なし

公共下水道事業会計 ―
― ―

県内全会計で
比率なし

県内全会計で
比率なし

■健全化判断比率

■資金不足比率

～今の残高はどのくらい?～
行田市の借金の状況を公表します

　市の借金は、建設事業に充てる他、国の政策による交付税の財源不足や市税の減収を補てんするために借り
入れを行っているものがあります。こうした特例地方債は、国の財源不足を反映して増加傾向にあり、市の借
金全体の約39％を占めるに至っています。
  なお、市債の償還額が新規発行額を上回っているため、市の借金残高は年々減少しています。

200

250

300

350

400

450

500
463.2  454.0 

441.2 
426.6 

408.2

市の借金残高の推移

H27 H28 H29 H30 R元

億円 各年度末現在

306.3 
295.0

 

281.1 
266.6 

250.8

特例地方債を除いた推移

全会計

平成30年度決算に基づく財務書類を作成しました

　市では、平成20年度決算から企業会計的な手法を取り入れて市の財務状況を表示する財務書類4表を作成・
公表しています。財務書類4表とは、「貸借対照表」、「行政コスト計算書」、「純資産変動計算書」、「資金収支計算
書」のことで特別会計や一部事務組合、出資法人まで含めた連結財務書類も併せて作成しています。

　財務書類の作成によって、これまでの決算情報による現金収支の状況に加え、過去の支出によってどのくら
いの資産が形成されているのか、将来にわたってどのくらいの負債があるのかなど、より詳細な財政状況を把
握することができます。
　また、減価償却費などその年に現金支出を伴わないコストも含めて把握でき、行政運営の効率性も知ること
ができます。

　財政書類は、市ホームページ(トップページ→市政情報→予算・決算・財政→財務書類)、または市政情報コー
ナー(市役所2階)でご覧いただけます。

財務書類とは

財務書類作成の意義

財務書類は市ホームページ、市政情報コーナー(市役所2階)で

▶問い合わせ　財政課財政担当（内線325・326）
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プレミアム付共通商品券の引き換えは
お済みですか

小規模事業者家賃支援給付金の申請は
お済みですか

第6次行田市総合振興計画(案)に
対する意見を募集します

　プレミアム付行田市内飲食店・商店共通商品券の引
き換え期間は10月30日㈮までです。購入引換券（当選
はがき）をお持ちの方は早めに引き換えください。
　また、商品券引き換えの際は、購入引換券と代金を
忘れずに持参してください。
▶ 引き換え時間　午前10時～午後4時（土・日曜日を
除く）
▶ 引き換え場所　行田市商店会連合会（商工センター3階）
▶その他　
　・ 往復はがきによる購入申し込み受け付けは既に終

了しています。
　・購入引換券の再発行はできません。
　・ 購入引換券をお持ちでない場合および期間が過ぎ

た場合は引き換えできません。
　・ 利用可能店舗は、市ホームページから確認してく

ださい。
▶ 問い合わせ　同商店会連合会☎556―8003または
商工観光課（内線382）

　7月20日から申請を受け付けている行田市小規模
事業者家賃支援給付金の申請期限は11月2日㈪まで
です。対象となる方で、まだ申請書を提出されていな
い方はお早めに申請してください。
▶ 給付額　1事業者に対し1カ月の家賃の3分の1を
6カ月分支援（合計で上限10万円、口座振込）※1
回のみ
▶ 給付要件　次の全てに該当する小規模事業者または
個人事業主
　・ 7月1日現在、市内で主たる事業を行っているこ

と（市内在住でも市外で主たる事業を行っている
場合は対象外）

　・今後も事業の継続を目指していること
　・ 2月～ 8月のうち、1カ月間の売上金額が前年同

月比で30パーセント以上減少していること。ま
たは前年同月との比較ができない場合は、本年1
月～8月の間、連続する任意の2カ月間を比較し、
売上金額が30パーセント以上減少していること

　・ 賃貸借契約者の借主が本給付金の申請者であること
　・ 7月1日時点で市内の土地や建物を自らの事業の

ために賃借しており、賃料を支払っていること
　・ 昨年の事業収入が収入全体の過半以上を占めてい

ること
▶ 申請方法　11月2日(消印有効)までに申請書に必
要事項を記入し、必要書類を添付の上、郵送により
提出してください。申請書は市ホームページからダ
ウンロードできます。その他、商工観光課、南河原
支所、行田商工会議所、南河原商工会でも配布して
います。
　 【郵送】〒361―8601 行田市本丸2―5 行田市商
工観光課小規模事業者家賃支援担当
▶問い合わせ　同課(内線383・375)

　現在、市の施策全般を網羅する最上位計画である第
6次総合振興計画(計画期間：令和3年度～令和12年度)
の策定を進めています。このたび、審議会での審議を
経て計画の案がまとまりましたので公表し、市民の皆
さんなどからの意見を広く募集します。
▶募集期間　10月27日㈫まで
▶ 計画書案の閲覧場所　市政情報コーナー(本庁舎2
階)、南河原支所
　※市ホームページでも閲覧可
▶ 案に対する意見の提出　次のいずれかに該当する方
は、意見の提出ができます。
　⑴市内在住の方
　⑵市内で事業を行っている方または団体など
　⑶市内在勤・在学の方
　⑷市に対して納税義務を有する方または団体など
　⑸ 当該計画に対して利害関係を有する方または団体など
▶ 提出方法　意見の他に、前項のうち該当する番号
((1) ～ (5))と、個人の場合は、住所、氏名、電話
番号を、法人など団体の場合は、事務所の所在地、
名称、代表者の氏名、電話番号を明記の上(様式自
由)、持参、郵送、FAX、Eメールのいずれかの方
法で提出してください。なお、電話や口頭での受け
付けは行いません。
　 【持参・郵送】〒361―8601 行田市本丸2―5 行
田市企画政策課【FAX】553―1355【Eメール】
kikakuseisaku@city.gyoda.lg.jp
▶ いただいた意見の取り扱いについて　個人を特定で
きないよう編集し、概要を市ホームページで公表し
ます。また、意見に基づいて計画を修正した場合は、
その内容を公表します。なお、個別に回答はしませ
んのでご了承ください。
▶問い合わせ　同課企画政策担当(内線309)
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市役所の窓口でキャッシュレス決済が
利用できます

　市役所窓口で発行される各種証明書などの交付
手数料の支払いにQRコード決済が利用できるよう
になります。
▶開始予定日　10月1日㈭
▶ 対象　住民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍謄
（抄）本、戸籍の附票の写し、所得課税証明書、
納税証明書、固定資産税評価証明書などの交付
手数料

▶利用できる決済サービス　楽天Pay、Pay Pay
▶取扱窓口　市民課、税務課
▶その他　
　・ 南河原支所および地域公民館での証明書の発

行手数料の支払いには利用できません。
　・現金との併用はできません。
　・ 市税、斎場使用料などの支払いには利用でき

ません。
▶ 問い合わせ　市民課（内線242）または税務課（内
線231）

「行田軽トラ朝市」は「行田はちまんマルシェ」に
生まれ変わります

　毎月第3日曜日に、市民プールに隣接する芝生広場で開催し
ていた行田軽トラ朝市は、このたび、行田の豊かな農産物や食
材をテーマとした行田はちまんマルシェに生まれ変わります。
会場をパワースポットとして名高い行田八幡神社を有する八幡
通りに移し、開催回数も大幅に増やします。家族や友人をお誘
い合わせの上、ぜひお出掛けください。
　また、行田はちまんマルシェを一緒に盛り上げてくださる出
展者を募集しています。市内で農業を営んでいる方、食品や飲
食店を営んでいる事業者、またクラフト品を製作している方な
ど、出展してみませんか。詳しくは、行田軽トラ朝市実行委員会まで問い合わせください。
▶ 日時　10月の開催予定10月11日㈰・18日㈰・25日㈰午前9時～正午※以降、毎週日曜日午前9時～正午
▶ 場所　若葉保育園（行田11―10）駐車場※車でお越しの際は、行田市バスターミナルをご利用ください。
▶ 販売品目　市内で収穫された新鮮野菜や果物をはじめ、市内の事業者が販売する食品や菓子などの加工品、
軽食、クラフト品など

▶その他　行田軽トラ朝市で発行していた買物券は、令和2年度の間に限り、引き続きご使用いただけます。
▶問い合わせ　同実行委員会（農政課内・内線388）
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令和3年度 保育施設の入所受け付けを開始しました
▶入所時期　令和3年4月
▶対 象　保護者の就労などにより、保育施設で保育を受ける必要のある乳幼児
　※利用に当たっては、市から保育の必要性の認定を受ける必要があります。
▶申請書類の配布および受付期間　11月6日㈮まで
　※ 11月7日以降に申請書類を提出した方は、期限までに提出をした方の入所選考を

行った後の選考対象となりますので、あらかじめご了承ください。
▶配布場所　子ども未来課、市内保育施設
▶受付場所　子ども未来課(郵送可)、第一希望の市内保育施設

▶市外の保育施設を希望する場合　(希望する保育施設に、1つでも市外の保育施設が含まれる場合)
　 　本市から保育施設のある市町村へ協議しますので、申請書類は本市に提出してください（一部の市町村で例外があり
ます）。子ども未来課で申請書類を配布しますので、市外の保育施設を希望する順位に関係なく、同課へ書類を提出し
てください。なお、市町村ごとに受付期間が異なるため、締め切りが11月6日以前になる場合もあります。詳細は、
保育施設の所在市町村へ直接問い合わせください。
▶注意事項　
　•現在入所が保留になっている方や保育施設の転園を希望する方も、新たに申請が必要です。
　• 入所申し込み前に、お子さんと一緒に希望する保育施設の見学をお願いします。なお、見学の前にはあらかじめ保育
施設に連絡してください。

▶そ の 他 　
　 　年度途中の入所については、入所希望月の前月10日を申込締切日としていますが、令和3年3月入所の申込締切日は、
令和3年1月20日㈬となりますので、ご注意ください。
▶問い合わせ　同課保育担当(内線257・263)

名　　称 所 在 地 電話番号
認可保育所（対象年齢：0歳児～5歳児）
若葉保育園 行田11―10 556―2797
和光保育園 佐間3―20―3 556―2503
白鳩保育園 駒形2―7―7 554―5221
ホザナ保育園 荒木1590―1 559―1543
太井保育園 棚田町1―58―10 556―5340
小羊チャイルドセンター 若小玉3547―1 556―7753
太田保育園 藤間510―3 559―3644
埼玉保育園 埼玉4595―1 559―2433
持田保育園 城西4―3―4 556―5456
長野保育園 長野1―34―5 553―3177
南河原保育園 南河原851 557―3234

名　　称 所 在 地 電話番号
認定こども園(保育部分、対象年齢：0歳児～5歳児)
行田こども園※1 荒木4961 557―2943
やごうこども園※1 谷郷2―5―1 554―5752
地域型保育事業所(対象年齢：0歳児～2歳児)
たけのこ保育室 門井町2―17―7 553―0378
長澤家庭保育室 駒形2―11―11 554―2539
あゆみ保育園 棚田町1―50―1 553―5277
こどものみらい保育園 行田9―25 598―7035
きらめきの森保育園 渡柳563―3 559―1001

令和3年度 私立幼稚園の入園児童の募集を開始します
　市内の私立幼稚園では、特色ある保育内容と子どもの年齢に合わせたカリキュラムを用意しています。また、長時間保
育や夏休み中の預かり保育なども実施しています。詳しくは、各幼稚園へ問い合わせください。

▶募集年齢　【２年保育】平成28年4月2日～平成29年4月1日生まれのお子さん
　　　　　　【３年保育】平成29年4月2日～平成30年4月1日生まれのお子さん
　　　　　　【４年保育】平成30年4月2日～平成31年4月1日生まれのお子さん
▶願書の配布場所　10月15日㈭から各幼稚園で願書を配布します。
▶受付開始　11月1日㈰※受付日や受付時間など、詳しくは各園に問い合わせください。
▶願書の提出先　入園を希望する幼稚園

▶問い合わせ　各幼稚園

幼稚園名 所 在 地 電話番号

老本幼稚園 旭町16―38 553―2771

行田幼稚園 富士見町2―27―5 554―5169

富士見ヶ丘幼稚園 駒形1―9―7 556―7494

ホザナ幼稚園 本丸11―20 555―2301

幼稚園名 所 在 地 電話番号

まつたけ幼稚園 門井町2―19―9 554―7348

南河原幼稚園 南河原777―2 557―0234

やごうこども園(教育部分) 谷郷2―5―1 554―5752

やなぎ幼稚園 渡柳563―3 559―1001

令和3年度 学童保育室の入室受け付けを開始しました
▶入室期間　令和3年4月1日～令和4年3月31日
▶対 象　保護者の就労などにより、昼間常時留守となる家庭の小学生
▶申込書類の配布および受付期間　10月1日㈭～ 11月6日㈮
▶配布場所　【学区内に学童保育室がある場合】学童保育室または子ども未来課
　　　　　　【学区内に学童保育室がない場合】子ども未来課
▶受付場所　 入室を希望する学童保育室(受付時間は月～金曜日の午後2時～ 7時
　　　　　　※祝日を除く）
▶注 意　•現在学童保育室を利用している場合も申請が必要です。
　　　　　　• 入室決定は申し込み順ではありません。お子さんの学年や保護者の
　　　　　　　勤務状況などを審査し、入室の必要性が高い方から決定します。
▶保護者の就労等における入室基準

▶問い合わせ　同課子ども未来担当（内線262）

▶日時　①10月31日㈯②11月7日㈯午前10時～正午
▶場所　VIVAぎょうだ学習室
▶ 内容　未就学児に関わる方を対象とした幼児教育の基
礎を学ぶ講座です。
▶ 対象　市内在住・在勤・在学の方※①②とも受講可能
な方
▶定員　20人(先着順)
▶参加費　無料
▶持ち物　マスク、筆記用具
▶ その他　2歳以上の未就学児を対象にしたひととき保
育の申し込みは10月16日㈮まで。
▶ 申し込み・問い合わせ　10月1日㈭～ 23日㈮に直接
または電話でVIVAぎょうだ ☎556―9301※月曜日
は休館

　市では、新型コロナウイルス感染症の影響を受けてい
る子育て世帯の生活を支援する取り組みとして、児童手
当を受給する世帯に対し、子育て世帯への臨時特別給付
金を支給しています。
　公務員の方は、勤務先で児童手当の受給証明を受けた
「子育て世帯への臨時特別給付金申請書」を提出してい
ただく必要があります。まだ、申請書を提出されていな
い方はお早めに申請してください。
▶申込期限　11月30日㈪まで（必着）
▶支給額　児童1人当たり1万円
▶問い合わせ　子ども未来課給付担当(内線292)

保育セミナー  子育てのヒントを
モンテッソーリ教育から学ぶ

公務員の方へ  子育て世帯への
臨時特別給付金の申請はお済みですか

学区域 名　　称 場　　　所 電話番号

中央小

中央学童保育室 中央小学校敷地内 556―0402

みずしろ学童保育室
コミュニティセン
ターみずしろ3階
（児童センター内）

556―1139

南小

南第一学童保育室
（低学年中心） 南小学校校舎内 556―6666

南第二学童保育室
（中・高学年中心） 南小学校敷地内 552―0577

西小

西第一学童保育室
（低学年中心) 西小学校南校舎内 556―1143

西第二学童保育室
（中・高学年中心) 西小学校北校舎内 579―5347

東小

東第一学童保育室
（中・高学年中心） 東小学校校舎内 554―3750

東第二学童保育室
（低学年中心） 東小学校敷地内 556―5231

北小

北第一学童保育室
（低学年中心） 北小学校体育館内 553―3040

北第二学童保育室
（中・高学年中心） 北小学校校舎内 556―7219

学区域 名　　称 場　　　所 電話番号

桜ヶ丘小

さくら第一学童保育室
（低学年中心） 桜ヶ丘小学校敷地内

552―0556
さくら第二学童保育室
（中・高学年中心） 桜ヶ丘小学校校舎内

太田西小 太田西学童保育室 太田西小学校校舎内 554―2448

泉小
泉太井学童保育室 泉小学校敷地内 554―5808

太井学童保育室 太井保育園敷地内 556―5340

埼玉小 埼玉学童保育室 埼玉小学校敷地内 559―2500

南河原小 南河原学童保育室 南河原支所内 557―3331

下忍小 下忍学童保育室 下忍小学校敷地内 556―8840

荒木小 荒木学童保育室 荒木小学校校舎内 557―5430

星宮小 学童保育室が設置されていないため、学区外の
希望する学童保育室に入室申請をしてください
(学童保育室送迎支援事業の利用をしていただ
きます)。

須加小
太田東小
北河原小

※1  認定こども園の教育部分の入所受け付けについては、保育
施設へ直接問い合わせください。

児童の学年 勤務終了時間 月の平均勤務日数

1年生 午後3時以降 12日以上

2～4年生 午後3時以降 15日以上

5～6年生 午後4時以降 15日以上

▶学童保育室一覧
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　行田ロータリークラブから子どもが楽しみながら
学べる知育玩具が市内の小学校16校に寄贈されま
した。この玩具は、木製のブロックに数字が書かれ
ていて、遊びながら数字の持つ役割や意味を知り、
足し算や引き算、掛け算や割り算を発達段階に応じ
て主体的に学び進めることができるものです。
　これまで社会奉仕の一環として、子供たちの健全
育成に寄与してきた同クラブ。知育玩具を通じて、
子供たちが自ら考え、創意工夫をし、主体性とやり
抜く力の基礎を育んでもらいたいと、贈られたもの
です。
▶問い合わせ　 教育総務課財務施設担当☎556―8311

知育玩具を寄贈する
行田ロータリークラブ会長鴨田武さん（左）

行田ロータリークラブから
知育玩具が寄贈されました

▶日    時　 11月18日㈬午後1時30分～ 3時45分（午後
1時開場）

▶場    所　「みらい」文化ホール
▶内    容　 認知症の父親と優しく見守る家族の7年間の軌

跡を描く家族ドラマ。
▶出    演　蒼井優、竹内結子、松原千恵子、山﨑努他
▶対    象　市内在住・在勤の方
▶定    員　240人
▶入 場 料　無料（入場整理券が必要）
▶主    催　 行田市教育委員会、行田市人権教育推進協議会
▶そ の 他　マスクを着用してください。
▶申し込み　 10月19日㈪からひとつくり支援課で入場整理

券を配布
▶問い合わせ　同課人権教育推進担当☎556―8319

　さいたま地方法務局と埼玉県人権擁護委員連合会では、
夫・パートナーからの暴力やストーカー行為など、女性をめ
ぐるさまざまな人権問題に取り組むため、全国一斉「女性の
人権ホットライン」強化週間とし、女性から専用相談電話に
よる相談を受け付けます。
▶日    時　 11月12日㈭～ 18日㈬午前8時30分～午後7

時（14日㈯・15日㈰は午前10時～午後5時）
▶電話番号　0570―070―810
▶相談担当者　法務局職員、人権擁護委員
▶問い合わせ　 さいたま地方法務局☎048―859―3507

第2回行田市人権教育講座
人権啓発映画「長いお別れ」上映会

全国一斉「女性の人権ホットライン」
強化週間を実施します

　埼玉県民手帳は、県や県内市町村に関する各種統計が
掲載された手帳です。ぜひお買い求めください。
▶販売期間　 10月14日㈬～ 12月15日㈫午前8時30

分～午後5時15分（土・日曜日、祝日を除
く）

▶販売場所　 広報広聴課（昨年度までの販売場所と異な
りますのでご注意ください）

価　格 規　格 表紙色 備　　考

550円
（税込み）14×9㎝

黒 •月間予定表：升目式
• 表紙カバー：差し込み
式に変更

グレイッシュ
ブルー

▶問い合わせ　同課統計担当（内線319・322）

　大地震に備えて、全国瞬時警報システム（Jアラート）
による、緊急地震速報訓練を次のとおり実施します。市
内152カ所にある防災行政無線から訓練放送が流れます
のでご留意ください。
▶試験日時　11月5日㈭午前10時ごろ
▶放送内容　
　上りチャイム音
　　　　　↓
　「 こちらは防災行田です。ただ今から訓練放送を行い
ます」

　　　　　↓
　緊急地震速報チャイム音
　　　　　↓
　「 緊急地震速報。大地震です。大地震です。これは訓
練放送です」（※3回繰り返し）

　　　　　↓
　「 こちらは防災行田です。これで訓練放送を終わります」
　　　　　↓
　下りチャイム音

※ Jアラートとは、国が把握した時間的に余裕がない緊
急情報を市町村の防災行政無線などを利用して瞬時に
伝達するシステムです。

▶問い合わせ　防災安全課防災担当（内線282）

2021年（令和3年）版
埼玉県民手帳を販売します

緊急地震速報訓練を実施します

　DV（ドメスティックバイオレンス）とは、配偶者や恋人など親密な関係にあるまたはあった者から振るわれる
暴力のことです。次のチェックリストを用いて、支配があるかどうかご確認ください。1つでも当てはまる場合は、
DVの可能性があります。1人で悩まず、すぐにVIVAぎょうだまでご連絡ください。
※表中の●●には配偶者や恋人などが入ります。

　今年、市内で発生した特殊詐欺被害額は、過去最
悪を更新しています。被害は、1月からの8カ月間で
8件6,329万円（行田警察署調べ）となり、県内では、
さいたま市、川越市、越谷市に次ぐ被害額です。市で
は、警察署と協力し、詐欺予兆電話の情報を発信して
います。防災行政無線やメール配信があったときは、
見知らぬ番号からの電話に最大限の注意を払ってくだ
さい。

行田警察署　新井ひろみ署長からのメッセージ
　「オレオレ詐欺などの特殊詐欺の被害が市内で多く
発生しています。犯人による予兆電話は後を絶たず、
引き続き警戒が必要です。当署も署員一丸となり、犯
罪の抑止に向けて全力で取り組んでまいりますので、
皆さんのご理解とご協力をお願いします」

▶被害の多い手口　
• 電子マネーカードをコンビニエンスストアなどで購
入させ、カード番号を電話で聞き取り、いつの間に
か決済される。

• 「配達する荷物の伝票が読み取れない」などと理由を
つけ、個人情報を聞き出す。
• 市職員を名乗る者が「還付金があります」と言い、
ATM操作を誘導し、お金を振り込ませる。
• 警察官を名乗る者が「あなたの口座が犯罪に利用さ
れた」と言い、暗証番号を聞き出す。
▶ 対策　あらかじめ、在宅中でも留守番電話に設定し
ておくことが大切です。また、市では「浮き城のま
ち安全・安心情報メール」で防犯情報や防災情報を
配信しています。ぜひ登録し、いざというときに備
えましょう。

※ QRコードを読み取り、
gyoda.bouhan@mpme.
jpへ空メールを送信して
ください。

▶問い合わせ　 行田警察署☎553―0110または防災
安全課（内線283）

□ ●●の言うことは絶対だ
□ 自分の希望を●●に伝えるのはと
てもエネルギーがいる

□ ●●が帰ってくると緊張する
□ ●●を恐れている
□ ●●がいる前で電話をしたくない
□ ●●を待たせることはできないと
思っている

□ 自分がどう感じるかよりも●●が
怒らないかが基準になっている

□ ●●の言動に意見できないと思って
いる

□ たとえ間違っていると思っても、
●●に同調しなくてはならない

□ ●●に自分の本音は絶対に言えない
□ ●●が怒り出すと、何とかなだめ
ようとしてしまう

□ ●●の機嫌が良い状態であるため
にはどんなことでもすると思う

□ どんなに自分が楽しんでいても●
●の機嫌が悪くなるともう楽しむ
ことはできない

□ ●●についたうそがばれるのが怖
くてしょうがない

（出典：NPO法人レジリエンスホームページより）

　VIVAぎょうだでは、DV、セクハラ、夫婦の問題などの悩みを専門の女性相談員があなたと一緒に考えます。
相談は無料で秘密は固く守られます。ぜひ、気軽にご相談ください。相談を希望される方は各種相談（21ページ）
を参照ください。
▶問い合わせ　VIVAぎょうだ☎556―9301

「DVかな？」と思ったらご相談ください

特殊詐欺に注意してください
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▶主　　催　 埼玉県、埼玉県教育委員会、行田市、行田市教育委員会、行田市文化団体連合会、
　　　　　　埼玉県芸術文化祭実行委員会、(公財)行田市産業・文化・スポーツいきいき財団
▶主　　管　埼玉県芸術文化祭行田市実行委員会
▶そ の 他　 茶席(行田市茶道会)、囲碁大会(行田市碁楽会)、将棋大会(行田市将棋連盟)、盆栽展（さきたま盆栽

会）、短歌展示（行田短歌連盟）、産業文化会館管理棟2階の体験コーナーは新型コロナウイルス感染拡
大防止のため中止となりました。

　　　　　　※新型コロナウイルス感染拡大の状況により日時や内容の変更および中止となる場合もあります。
　　　　　　※来場される際はマスクの着用をお願いします。
▶問い合わせ　埼玉県芸術文化祭行田市実行委員会事務局(ひとつくり支援課内)☎556―8319

第72回 行田市文化祭を開催します
展示部門

日　　時 場　　所 参加団体または内容

10月31日㈯～11月3日㈫午前9時
～午後5時※3日は午後4時まで

産業文化会館ホワイエ 行田市工芸協会カリタスS41、行田市写真連盟、行田市書道人連
盟、美布の会、行田美術会

産業文化会館管理棟2階 行田絵手紙あおい会、行田フラワーデザイン協会、行田美幸会、
楽書子龍行田教室、行田市俳句連盟

11月1日㈰～3日㈫午前9時～
午後4時

コミュニティセンター
みずしろ 行田山草会、行田市華道会　

10月29日㈭～11月8日㈰ 郷土博物館 行田市菊花連絡協議会(第46回行田市菊花展)

大会・発表部門
催し名(団体名) 日　　時 場　　所 備　　考

短歌大会（行田短歌連盟） 11月19日㈭午後1時30分～5時 コミュニティセンター
みずしろ

無料
※オープン歌会につきどなたでも参加可

  ステージ発表
  (行田日本舞踊連盟)
  (行田邦楽協会)
  (行田総合舞踊クラブ)

11月23日㈪午後2時開演 ｢みらい｣文化ホール 無料

「金子兜太記念 秩父鉄道の俳句」を募集します

▶ 応募作品    秩父鉄道や沿線風景などを題材とした
俳句
▶応募規定
　① 規定の用紙（秩父鉄道の各駅に設置）を使用して

ください。
　② 句は、規定の用紙一枚につき3句までとし、一

人3枚まで応募できます。
　③応募作品は、未発表のものに限ります。
　④ 規定の用紙には、必要事項を漏れなく記載して

ください。
▶ 応募方法　12月4日㈮（必着）までに秩父鉄道各駅
へ提出するか、秩父鉄道整備促進協議会事務局
宛てに郵送してください。※郵送料は応募者の負
担となります。【郵送】〒360―8601 熊谷市宮

町2―47―1 秩父鉄道整備促進協議会事務局（熊
谷市企画課内）
▶入賞選考・発表など
　・ 選者は、内野修さん（NHK学園俳句講座講師、

埼玉新聞「埼玉俳壇」選者）です。
　・ 特選3句、入選10句、佳作30句とし、それぞ

れ賞品を贈呈します（入賞句の数は変更になる
場合あり）。

　・ 令和3年3月ごろに入賞者に通知します。また、
入賞句を秩父鉄道各駅に掲示する予定です。

▶ その他　応募作品の著作権は、同協議会に帰属し
ます。
▶ 問い合わせ　同協議会事務局（熊谷市企画課内☎
524―1111・内線529）

中央公民館実用講座の受講生を募集します
講座名 日　　時 場　　所 内　　容 講　師 定員 持ち物など

ストレッチ＆体
幹トレーニング

11月6日～20日の毎
週金曜日(全3回)
午後2時～3時30分

レクリエー
ション室

正しい姿勢を保ちながら体を
ほぐし、体幹のトレーニング。
血流を促し体の内側から温め、
寒い冬を乗り切りましょう。

オリビア
小林さん 12人

動きやすい服装、
飲み物、ヨガマッ
トまたはバスタオ
ル、マスク着用

実用ボールペン
講座

11月25日～12月9日
の毎週水曜日(全3回)
午前10時～11時30分

第1学習室

実用的なボールペンの美しい
文字の書き方を基礎からじっ
くり学びます。手紙や年賀状
を美文字でより華やかにしま
しょう。

美蓮さん
(彩書家) 15人

黒と赤のボール
ペン、飲み物、
マスク着用

ドローン体験
講座

①11月4日㈬
②11日11日㈬
午前10時～11時30分

レクリエー
ション室、
「みらい」
文化ホール

ドローンに関する法律、機能
の他、実際に小型のドローン
(200グラム以下)を飛ばし、操
作方法についても学びます。
さまざまな現場で活躍してい
るドローンを体験しましょう。
※2回とも同じ内容

行田ドロ
ーンスク
ール職員

各回
10人

動きやすい服装、
飲み物、マスク
着用

▶場　　所　中央公民館
▶対　　象　市内在住・在勤の方
▶参 加 費　無料
▶申し込み　10月16日㈮午前9時から直接同館
　　　　　　(電話受け付けは午前10時から)
▶問い合わせ　同館☎556―2649

シルバー人材センターからのお知らせ
会員になって 一緒にお仕事しませんか
　行田市シルバー人材センターは、民間企業や一般家庭・公共団体
から臨時的かつ短期的な仕事を受け、会員に提供しています。

▶対　　象　市内在住で、健康で働く意欲のある60歳以上の方
▶入会説明会　 毎月第1・3木曜日の午前10時から同センター (旭町

13―24)で開催します。

その仕事、シルバー人材センターにお任せください
　同センターでは、いろいろな仕事をやっています。市内事業所へ
の派遣事業の他、旅行中の庭の植木への水やり、家具の移動、電球
の交換、住宅用火災警報器の取り付けなども行っています。
　簡単なちょっとした仕事や「こんなこと頼めるかな」といった仕事
も請け負っていますので、困ったことがありましたら、ご連絡ください。

▶問い合わせ　同センター☎556―5221

屋外での作業は、季節による
混み具合、天候などに左右さ
れますので、お待ちいただく
ことがあります。ご了承くだ
さい。

北東循環（左回り）バス停
「須加郵便局前」を移設します
　市内循環バス北東循環コース(左回り)須加郵便局
前のバス停を、11月1日から乗降場所の安全対策に
より次のとおり移設します。
　なお、右回りのバス停は変更ありませんので、ご
注意ください。

▶ 問い合わせ　地域づくり支援課くらし安心担当(内
線252)

須加郵便局

住 

宅

至羽生

左回り新ルート

右回りのバス停は
変更ありません

変更後
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　市では、近年の局地的な豪雨により浸水被害が多発し
ていることから、貯留施設の整備を行い河川への雨水流
出を低減し、都市浸水被害の軽減を図るための工事を今
年度も引き続き実施します。
　工事期間中は、下図のとおり交通規制（終日車両通行止
め）を行います。車両通行の際は工事案内看板ならびに
誘導員の指示に従い、迂

うかい
回路をご利用ください。大変ご

不便をお掛けしますが、ご理解とご協力をお願いします。
▶工事期間　9月中旬～ 3月中旬（予定）
▶工事箇所　門井町一丁目地内

▶問い合わせ　道路治水課治水担当（内線5716）

　武蔵水路は、行田市の利根大堰で利根川から取水された水
を運び、鴻巣市で荒川に注ぐ延長約14.5キロメートルの水
路です。この水路は東京都および埼玉県の都市用水を導水す
るとともに、荒川水系への浄化用水を導水することを目的に
昭和39年1月に着工し昭和43年3月に完成したものです。
　その後40年以上を経過し、水路の沈下や損傷等老朽化に
伴う通水能力の低下を回復するため、また、水路の耐震化を
図るとともに、新たに水路周辺の内水排除機能の確保・強化
を目的に平成22年8月に武蔵水路の改築工事に着手し、平
成28年3月に完成したもので、（独）水資源機構利根導水総
合事業所が管理しています。
周辺地域の内水排除
河川や市街地からの出水を水門および放流口から武蔵水路に
取り込み、荒川へ排水（最大毎秒50立方メートル）します。
都市用水（水道用水・工業用水）の導水
利根大堰で取水された東京都および埼玉県の都市用水を荒川
へ導水（最大毎秒35.054立方メートル）します。
浄化用水の導水
荒川水系の水質改善のため、浄化用水を導水（最大毎秒8.146
立方メートル）します。
▶問い合わせ　 同機構利根導水総合事業所第二管理課
　　　　　　　☎557―1501

工事のため交通規制を行います

　（独）水資源機構利根導水総合事業所では、平成27年
度から耐震補強工事を行っています。令和2年度の工事
箇所は下図のとおりです。
　工事のため、利根大堰上流では台船が往来し、工事期
間中、台船が現場や船着場に係留します。
　工事中は、ご不便をお掛けしますが、皆さんのご理解
とご協力をお願いします。

　　 ※今年度は武蔵大橋の通行止めは行いません。

▶工事期間　10月～令和3年5月31日㈪
▶問い合わせ　 同機構利根導水総合事業所工事課☎557―

1501

利根大堰の耐震補強工事を
行っています

 武蔵水路 
忍川

行田市

鴻巣市

元荒川

 利根大堰  

星川

荒川

迂回路図

新　幹　線
新　幹　線

門井中央公園門井中央公園

門井町 3丁目門井町 3丁目

門井町 1丁目門井町 1丁目

棚田中央公園棚田中央公園

停留所
（棚田二丁目）
停留所

（棚田二丁目）

西新町自治会館西新町自治会館

棚田ポンプ場棚田ポンプ場

棚田町 2丁目棚田町 2丁目 西新町西新町

築道橋築道橋

門井自治会館門井自治会館通り抜け禁止

通行止

車両迂回路

　市では、木造の住宅を対象に、簡易な耐震診断を無料
で実施しています。古い基準で建てられた住宅は耐震性
能が低いものが多く、大地震の際には倒壊してしまう恐
れがあります。
　自宅の耐震性能を確かめるためには耐震診断を行うこ
とが必要です。市職員が自宅に伺い診断をしますので、
ぜひご利用ください。
▶問い合わせ　建築開発課建築指導担当☎550―1551

木造住宅の耐震診断を
無料で行います

　水城公園東側園地の再整備事業について、今年度は東
側の橋・藤棚・公園灯の更新工事を次のとおり実施しま
す。
　今年度工事から、しばらくの間、園内の一部が立入禁
止となります。現地看板の指示に従いご利用ください。
また、橋の更新に伴い、橋は通行止めとなります。
　施設利用者の皆さんにはご迷惑をお掛けしますが、ご
理解とご協力をお願いします。

▶工事期間　11月下旬～令和3年3月下旬（予定）
▶工事箇所　水城公園東側園地内
▶問い合わせ　都市計画課公園担当（内線5602）

水城公園東側園地再整備工事を
実施します

　生産緑地の指定から30年が経過する前に、買い取り
申し出が可能となる期日を10年延伸する手続きを行う
ことで、従来の税制優遇を継続して受けられるよう新た
に創設されたのが、特定生産緑地制度です。
　市内にある生産緑地の多くは平成4年12月に指定し
ており、令和4年12月に指定から30年を迎えます。そ
こで、市では、特定生産緑地への移行手続きの準備を進
めており、平成4年12月に指定した生産緑地所有の方
へ案内文書をお送りします。詳細は、市ホームページを
ご覧になるか、都市計画課まで問い合わせください。
▶問い合わせ　同課公園担当（内線5604）

ご存じですか　特定生産緑地制度

　市では、木造住宅の耐震診断および耐震改修工事をす
る方への補助制度を実施しています。対象になる住宅は
昭和56年5月31日以前に着工した一戸建ての住宅およ
び兼用住宅です。補助金額は耐震診断が診断費用の2分
の1（上限5万円）、耐震改修工事が耐震工事費用の23
パーセント（上限20万円）です。詳細を建築開発課また
は市ホームページで確認の上、申請してください。
　なお、申請は診断または改修工事を行う前にする必要
がありますので、ご注意ください。
▶問い合わせ　同課建築指導担当☎550―1551

　市では、自身でブロック塀などの内部の鉄筋の有無を
探査することができる鉄筋探査機を無料で貸し出してい
ます（要予約）。
　また、ブロック塀などの点検を簡単に行える点検票を
用意しましたので、ご活用ください。点検票は、建築開
発課で配布している他、市ホームページからダウンロー
ド可能です。
　なお、点検の結果、危険性が確認された場合には、通
行者への注意喚起を行ったり、専門家（一般社団法人埼玉
建築士会☎048―861―8221または一般社団法人埼玉
建築士事務所協会☎048―864―9313）へ相談したりし
て、速やかに安全を確保するための対応をお願いします。
▶申し込み・問い合わせ　 
　同課建築指導担当
　☎550―1551

木造住宅の耐震診断および
耐震改修工事をする方に
補助金を交付します

ブロック塀などの安全点検を
お願いします

武蔵水路の3つの役割を紹介します
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さしあげます

ゆずってください

▷レコード盤（浪曲）　▷いす　▷オルガン　▷学習机　
▷げた箱　▷サイドボード　▷食器棚　▷パソコン用机
▷大型こたつ　▷プリンター　▷レコード盤（歌、7枚）

▷睡蓮鉢　▷折りたたみコンテナ　▷PPバンド結束機　
▷マネキン　▷パン焼き器　▷子ども用自転車　▷洗濯
機　▷チャイルドシート　▷農業用マルチャー　▷歩行
器（赤ちゃん用）　▷ミシン

不
用
品
情
報（
無
料
）

放射線量の測定値

談相種各 （10月15日～11月14日）

・測定箇所　行田消防署本署地内　・測定高　１メートル
9月13日㈰  午前9時 0.06マイクロシーベルト(曇り)　午後3時 0.06マイクロシーベルト(雲り）

※新型コロナウイルス感染症拡大防止に対応するため、急きょ中止または延期とする場合があります。

相　　談 場　　所 期　　　　日 時　　　間 問い合わせ

法律(予約制） 産業文化会館
2階会議室

10月27日㈫ ※予約は10月1日㈭から 午前9時30分～正午

地域づくり支援課
（内線252）

11月12日㈭ ※予約は10月15日㈭から 午後1時30分～ 4時

行政機関に対する
意見・要望

商工センター
201研修室 10月19日㈪　 午前10時～午後3時

消費生活
多重債務 市役所 毎週月～金曜日(祝日を除く） 午前9時30分～正午

午後1時～ 3時30分
消費生活センター
（内線495）

  相続、遺言、離婚、
  日常生活の困り事

忍・行田公民館 10月24日㈯※予約制 午後1時～ 5時
埼玉県行政書士会埼北
支部☎564―0104

VIVAぎょうだ 11月11日㈬※予約制 午後1時～ 4時

夫婦関係・DVなど
（予約制） VIVAぎょうだ

毎週木・土曜日　
※ 土曜日は市内在住の方を対象に電話相
談も受け付けます。

午後1時～４時
(電話相談は午後1時～ 2時)

VIVAぎょうだ
☎556―9301

内職 市役所 毎週月～金曜日(祝日を除く） 午前9時～午後5時 商工観光課（内線383）

税務(予約制）
関東信越税理
士会行田支部
（市役所前）

毎週水曜日(祝日を除く)※予約受け付け
は毎週月・水・金曜日(祝日を除く)の午前
10時30分～午後3時30分

午後1時～ 4時
関東信越税理士会
行田支部
☎554―1411

夜間の納付相談 市役所 毎週火曜日(祝日を除く） 午後5時15分～ 7時 収納課（内線236・237）

水道料金の夜間納付 水道庁舎（前谷） 10月27日㈫、11月10日㈫ 午後5時15分～ 7時 水道課☎553―0131

特設行政相談会を開催します
　10月19日㈪～25日㈰は、総務省の定めた「行政相談週間」です。
市では、これに伴い次のとおり特設会場を設置し、同省関東管区
行政評価局職員と共に相談を受け付けます。

▶日　　時　10月19日㈪午前10時～午後3時
▶場　　所　商工センター 201研修室
▶内　　容　 年金や医療保険、生活保護、雇用、道路(国道)など、

主に国の行政の仕事について「分からない」「説明に
納得できない」「処理が間違っているのではないか」
といった苦情や意見、要望を受け付けます。

▶行政相談委員　西山カツ枝さん、黒田和男さん、河野恭男さん

定例行政相談
　主に国の行政機関に関する苦情や意見、要望などを聴き、その
解決や実現を図っています。
▶日　　時　毎月第3月曜日午後1時30分～ 3時30分
▶場　　所　産業文化会館第1会議室

行政苦情110番
　総務省関東管区行政評価局でも相談を受け付けています。
【電　話】0570―090110
【ＦＡＸ】048―600―2336

▶問い合わせ　地域づくり支援課くらし安心担当（内線252）

納期のお知らせ（10月分）
普通徴収（納付書や口座振替で納めていただく方）
市県民税・・・・・・・・・・・・・・・3期
国民健康保険税・・・・・・・・・・・・4期
後期高齢者医療保険料・・・・・・・・・4期
介護保険料・・・・・・・・・・・・・・4期

納期限　11月2日㈪
・ 市税などの納付には、｢安心！確実！便利！｣な
口座振替をご利用ください。

・納付の相談は随時収納課で実施しています。

▶問い合わせ　収納課収納担当（内線236・237）

特別徴収（年金からあらかじめ差し引かれる方）
10月支給の年金から差し引きます。
①市県民税
②国民健康保険税
③後期高齢者医療保険料
④介護保険料
▶問い合わせ　①税務課市民税担当(内線231)
　　　　　　　②保険年金課国保担当(内線271)
　　　　　　　③保険年金課医療担当(内線227)
　　　　　　　④ 高齢者福祉課介護保険担当(内

線277)

10月1日は浄化槽の日です
年1回定期水質検査を受けましょう

　浄化槽は、微生物の働きにより、トイレなどから出た
汚水をきれいにして水路や河川へ放流するための設備
で、通常、庭先や駐車場の下に埋められています。地面
に2、3個並んだマンホールのふたや空気を送る機器（ブ
ロア）がある家庭では、この浄化槽を使用しています。
　浄化槽を使用している方は「保守点検（機器の点検・年
3、4回機器の点検・調整や消毒薬の補充）」、「清掃（年1
回浄化槽の内部にたまった固形物などの引き抜き）」の他
に、年1回の「定期水質検査」の受検が法律により義務付
けられています。「定期水質検査」は、浄化槽からの放流
水などをチェックして、浄化槽が十分に浄化機能を発揮
しているかを検査する健康診断のようなものです。検査
結果は、使用している方と行政機関に通知されます。ま
た、必要に応じて行政機関から保守点検業者に通知され、
普段の維持管理に生かされます。
　現在、家庭からの生活排水が川の汚濁原因の7割以上
を占めています。浄化槽を安心して使い、地域の水環境
を良好に保つために、知事指定検査機関の（一社）埼玉県
浄化槽協会または契約している保守点検業者・清掃業者
に連絡し、定期水質検査を必ず受けるようにしましょう。

▶定期水質検査の手数料（非課税）
　【10人槽以下（家庭用浄化槽）】5,000円
　※11人槽以上は同協会まで問い合わせください。
▶ 申し込み・問い合わせ　同協会法定検査部☎501―
5707

～将来、市内に自分の店を出したいと考えている方へ～
チャレンジショップ出店者を募集します
　市が用意する商店街の空き店舗で一定期間出店し、経
営ノウハウを習得しながら営業する「チャレンジショッ
プ事業」の出店者を募集します。店舗賃借料は不要です
ので、少ない開業資金で出店できます。出店要件は商工
観光課で配布する募集案内をご覧ください。

▶募集案内配布開始日　10月12日㈪
▶ 出店受付期間　10月12日㈪～ 11月12日㈭（土・日
曜日、祝日を除く）
▶利用対象業種　飲食業（詳しくは問い合わせください）
▶ その他　応募多数の場合は書類審査の上、決定します。
出店受付期間内に応募がなかった場合は、引き続き募
集しますが、書類審査の上、先着順となります。
▶問い合わせ　同課産業振興担当（内線383）

埼玉県環境アドバイザーの登録者を
募集しています

　県内の環境学習や環境保全活動を促進するため、豊富
な知識や経験を有し、地域での環境保全活動や環境学習
などに対して指導および助言などを行う環境アドバイ
ザーを募集しています。
　応募資格や応募方法は、県環境政策課ホームページで
確認の上、締め切り日までに同課へご応募ください。

▶問い合わせ　同課☎048―830―3019
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　ロタウイルスによる乳幼児の胃腸炎の重症化予防に
効果があるロタウイルスワクチンが、10月1日から
予防接種法に基づく定期接種となりました。そのため、
接種対象となるお子さんあてに、市から予防接種予診
票を郵送で配布しています。また、接種対象者は無料
で接種することができます。

対　　象　8月1日以降に生まれたお子さん
期　　間　ワクチンの種類によって異なります。
　　　　  【ロタリックス(1価ワクチン)※接種回数2回】
　　　　　生後6週～生後24週
　　　　  【ロタテック(5価ワクチン)※接種回数3回】
　　　　　生後6週～生後32週

ロタワクチン予防接種が始まりました

ママ･パパ教室（申し込み不要）
日　　時　11月12日㈭午前9時30分～正午
　　　　　 (午前9時15分から受け付け※歯科健診を

希望の場合、受け付けは午前９時～ 9時20分)
内　　容　 歯科医師による歯科講話、沐

もくよく
浴実習、妊

婦体験など
対　　象　妊婦とその家族
定　　員　10組(先着順)  
そ の 他　詳細は市ホームページを
　　　　　ご覧ください。

赤ちゃんクラス（申し込み不要）
日　　時　11月10日㈫午前10時～ 11時30分
内　　容　 お子さんの体重測定や育児相談
対　　象　4カ月未満のお子さんとその保護者

離乳食(初期)教室（要申し込み）
日　　時　 10月28日㈬午前10時30分～ 11時30

分（午前10時15分から受け付け）
対　　象　 4～6カ月のお子さんとその保護者(保護者

のみの参加可)

離乳食(中期)教室（要申し込み）
日　　時　 10月29日㈭午前10時30分～ 11時30

分（午前10時15分から受け付け）
対　　象　 7～8カ月のお子さんとその保護者(保護者

のみの参加可)

乳幼児相談(要申し込み)
日　　時　10月22日㈭午前9時30分～11時30分
対　　象　就学前のお子さんとその保護者

乳幼児健診など　
事 業 名　 4カ月児健診、離乳食(初期)教室、10カ月

児相談、1歳6カ月児健診、2歳児歯科健診、
3歳児健診

そ の 他　 対象者には通知します。転入されたお子さ
んで、前住所地で受診していない方は保健
センターにご連絡ください。

子どもの健康

　病院に連れて行こうか迷ったときや受診できる医療
機関を知りたいときの全国共通ダイヤルです。また、
県では、「埼玉県AI救急相談」を実施しています。
https://www.pref.saitama.lg.jp/a0703/aikyukyu.html

#7119（365日24時間対応）

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、感染状況により、中止または延期となる
場合があります。最新情報は市ホームページでお知らせします。

健康相談（要申し込み）
日　　時　10月28日㈬
　　　　　※ 時間は申し込みの際にお知らせします。
場　　所　保健センター

おとなの健康

休日急患診療

期　日 医療機関名 電話番号

10月18日（日) 清幸会行田中央総合病院 553―2000

10月25日（日) 壮幸会行田総合病院 552―1111

11月 1日（日) 壮幸会行田総合病院 552―1111

11月 3日（火) 清幸会行田中央総合病院 553―2000

11月 8日（日) 清幸会行田中央総合病院 553―2000

11月15日（日) 壮幸会行田総合病院 552―1111

　休日や祝日の急な病気やけがのときは次の医療機関
をご利用ください。

診療時間　午前10時～午後5時
診療科目　内科、小児科、外科
※ 医療機関が変更されることがありますので、事前に
問い合わせください。

　お子さんの健康が気になるときだからこそ、予防接種と乳幼
児健診は、遅らせずに、予定どおり受けましょう。大人も、が
ん検診や健康診査を受け、健康の維持管理を継続することがと
ても大切です。
　保健センターや医療機関では、感染予防対策を徹底、実施し
ています。

令和2年度の高齢者インフルエンザ予防接種が無料になります
接種期間　 10月1日㈭～令和3年1月31日㈰ ※インフルエンザが流行する前（12月中旬ごろまで）の接種をお

すすめします。
対　　象　次のいずれかに該当し、接種を希望される方(インフルエンザの予防接種は義務ではありません)
　　　　　①接種日現在65歳以上の方
　　　　　② 接種日現在60歳以上65歳未満の方で心臓、腎臓または呼吸器の機能に自己の身辺の日常生活活動

が極度に制限される程度の障害を有する方およびヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に日常生
活がほとんど不可能な程度の障害を有する方

接種回数　1回
自己負担金　無料（令和２年度限り）
持 ち 物　 ①健康保険証など生年月日と住所を確認できるもの　②身体障害者手帳
注　　意　・必ず予約をしてください。
　　　　　・市外での接種を希望される場合は、予約前に保健センターへご連絡ください。

指定医療機関一覧
医療機関名 電話番号

赤井胃腸科 553―2233

池畑クリニック 556―2295

いわね内科クリニック 554―1313

川島胃腸科 553―0001

行田岡田医院 557―2311

壮幸会行田総合病院 552―1111

小林内科医院 552―0362

行田ふれあいクリニック 555―1155

さきたまクリニック 564―6620

医療機関名 電話番号

なすクリニック 550―4000

根本医院 555―1261

ハピネス診療所 559―0082

松原医院 553―6700

吉田記念山本クリニック 558―3507

荒木医院 559―3102

石井クリニック 555―3519

加藤内科医院 556―3253

河本耳鼻咽喉科 555―2626

医療機関名 電話番号

行田協立診療所 556―4581

行田中央総合病院 553―2000

栗原医院 556―2272

さかつめ内科医院 553―5202

田代医院 553―2351

野口産婦人科 556―4292

古田整形外科医院 553―5221

南川げんきクリニック 554―8835

やまかわ内科クリニック 564―1488

日　　時　 11月12日㈭午前9時30分～ 10時30分
(15分ごとの予約制)

場　　所　保健センター
内　　容　 歯科健診、位相差顕微鏡による口腔内細菌

の確認(希望者のみ)
対　　象　市内在住で次のいずれかに当てはまる方
　　　　　① 就学前のお子さんとその保護者(健診は

保護者のみでも可)
　　　　　②20～ 39歳の方
定　　員　25人(先着順)
参 加 費　無料
持 ち 物　乳幼児は母子健康手帳
申し込み　 10月8日㈭～ 11月4日㈬に、直接または

電話で同センター

親子の歯科健診・ヤング歯科健診

　乳がん撲滅に向けた運動の一環として忍城をピンク
色にライトアップします。

期　　間　10月16日㈮～ 29日㈭ 日没～午後10時

10月はピンクリボン月間です

場　　所　 行田中央総合病院健康管理センター
(富士見町2―17―17)

検査内容　マンモグラフィー検査
検査費用　①一般5,500円
　　　　　② クーポン券(5月末配布済)対象の

方(昭和54年4月2日～昭和55年
4月1日生まれの方)無料

　　　　　③ 保健センター予約済みの方(白色
案内はがきのある方)800円

申し込み　 電話で同病院☎553―2426(受付時
間：月～金曜日は午前9時～午後5時、
土曜日は午前9時～正午）

10月18日㈰に乳がん検診を実施します

厚生労働省から「季節性インフルエンザワクチン接種時期のご協力のお願い」
10月1日㈭から…65歳以上の方(定期接種対象者)
10月26日㈪から…医療従事者、基礎疾患を有する方、妊婦、生後6カ月～小学校2年生他
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在宅医療窓口

2日間1コース
日　　時　①10月23日㈮　②11月13日㈮
　　　　　 いずれも午前10時～ 11時30分(午前9時45分

から受け付け)
場　　所　①行田グリーンアリーナメインアリーナ
　　　　　②行田グリーンアリーナ柔道場
内　　容　 県民健康福祉村の協力により、体力測定会として

自身の体力年齢をチェックし、それぞれに合った
運動方法を確認します。結果説明会では、気軽に
続けられる運動実習を実施し、運動機能の維持増
進のポイントを学習します。

対　　象　市内在住の方
定　　員　25人(先着順)
費　　用　無料
持 ち 物　 筆記用具、飲み物、タオル、マスク、室内用運動

靴、健康づくりチャレンジポイントのリーフレッ
ト(お持ちの方)、健康づくりマイスター養成事業
のポイントカード(お持ちの方)

申し込み　直接または電話で同センター

健康づくりチャレンジポイント認定講座
健康づくりのための教室「体力測定＆結果説明会」 「病気があるが、足が不自由で通院できない」

「寝たきりの家族がいて床ずれが心配」などの
相談があるとき
・ 行田市在宅医療・介護連携支援センタ―　
　☎553―2003
・ 相談時間　午前9時～午後5時　
　※土・日曜日、祝日、年末年始を除く

「歯科医院への通院が困難」「訪問歯科診療を
行っている歯科医院が知りたい」などの相談
があるとき
・在宅歯科医療推進窓口☎080―1391―8020
・ 相談時間　午前10時～午後3時（正午～午
後1時を除く）※土・日曜日、祝日、年末年
始を除く

がん患者医療用ウイッグ購入費助成事業
　がんの治療を受け、抗がん剤治療などの副
作用である脱毛に対処するためにウイッグを
購入した方を対象に1万円を上限に一人につき
1回に限り助成をしています。詳細は保健セン
ターへ問い合わせください。

　いきいき・元気サポーターとは、地域の人の
“ちょっとした困りごと”を、お手伝いしていただ
く有償ボランティアです。

▶応募資格　 市内在住でボランティア活動に理解
と意欲のある20歳以上の方

▶活動内容　 部屋の掃除や片付け、買い物代行、
洗濯、布団干し、話し相手、見守り、
ごみ出し、外出の付き添いなど※活
動日時は、支援を希望する方と調整
の上決定

▶謝　　礼　 1時間500円（行田商店共通商品券
で支払い）

▶応募方法　 高齢者福祉課で配布している登録申
請書（市ホームページからダウンロー
ド可）に必要事項を記入し、同課ま
たは行田市社会福祉協議会に直接提
出してください。

▶問い合わせ　同課高齢福祉担当（内線223）

行田市いきいき・元気サポーター登録説明会
▶日　　時　11月6日㈮午後1時30分～ 3時
▶場　　所　 総合福祉会館「やすらぎの里」第3研

修室
▶申し込み・問い合わせ　10月30日㈮午後5時ま
　　　　　　でに電話で同協議会☎557―5400

▶雇用期間　任用の日から令和3年3月31日まで
▶勤務時間　午前8時30分～午後5時(月～金曜日の週5日勤務)
▶勤務場所　保健センター
▶業務内容　保健指導業務(栄養管理指導および離乳食教室)など
▶募集人数　1人
▶時　　給　1,350円
▶選考方法　面接の上、選考します。
▶そ の 他　 
　・上記以外の勤務時間を希望する場合は、ご相談ください。
　・就労状況により雇用期間を延長します。
▶申し込み　 市販の履歴書(写真貼付)に必要事項を記入の上、

人事課に持参または郵送してください。【持参・郵送】
〒361―8601 行田市本丸2―5 行田市人事課

▶問い合わせ　同課研修厚生担当(内線209)

行田市いきいき・元気
サポーターを募集します

会計年度任用職員（管理栄養士）を募集します

▶受付期間　10月22日㈭まで　
▶試 験 日　10月30日㈮・31日㈯のうち指定する日
▶試験会場　朝霞駐屯地（東京都練馬区大泉学園町）　
▶対　　象　 18歳以上33歳未満の方（32歳の方は、採用予定

月の1日から起算して3月に達する日の翌月の末
日現在、33歳に達していない方）　

▶問い合わせ　防衛省自衛隊埼玉地方協力本部熊谷地域事務所
　　　　　　☎522―4855

自衛官候補生を募集します

▶日　　時　10月22日㈭午後2時～ 3時30分
▶場　　所　桜ケ丘公民館ホール
▶内　　容　 介護保険制度の基本的な考え方や申請方法、利

用できるサービスや正しい活用法などを学ぶ。
▶ 対　　象　現に介護している方、介護について関心のある方
▶定　　員　15人（先着順）
▶参 加 費　無料
▶持 ち 物　筆記用具
▶申し込み・問い合わせ　10月19日㈪までに電話で地
　　　　　　域包括支援センター緑風苑☎557―3611
▶この記事に関する問い合わせ　高齢者福祉課地域包括
　　　　　　ケア担当（内線278）

介護者教室
「介護保険制度  いろはのい」

　不正軽油とは、県の税金である軽油引取税の脱税を目
的として、軽油に灯油や重油などを混ぜた燃料や、自動車
の燃料として使用される灯油や重油のことをいいます。
　不正軽油の製造・運搬・販売・使用は悪質な脱税行為
であるばかりでなく、公正な市場競争を阻害し、大気汚
染など環境や健康にも重大な影響を与えることから、県
では不正軽油の撲滅対策を推進しています。
　黒煙など通常とは異なる排気ガスを出して走行する車
両を見掛けたなど、不正軽油に関する情報をお持ちの方
はご連絡ください。

▶ 問い合わせ　県税務課☎048―830―2665【FAX】048
　　　　　　―830―4737

10月は不正軽油撲滅対策
強化月間です

　市では、下水道処理区域内で下水道への接続を促進す
るため、くみ取り式便所から水洗トイレへの改造や、浄
化槽から下水道への切り替えなどの排水設備を改造する
方に、工事費用の貸し付けを行っています。この制度の
利用を希望される方は、行田市排水設備指定工事店を通
して、工事着手前に申請してください。

▶貸付金額　50万円以内
▶償還期間　50カ月以内の均等額償還
▶利　　子　無利子　
▶貸付条件　
　・ 市税、下水道受益者負担金および下水道使用料を滞

納していないこと
　・連帯保証人を2人つけること
▶問い合わせ　下水道課普及促進担当☎564―0303

ご利用ください
排水設備改造資金貸付制度

　下水道は、市民の皆さんの健康的で快適な暮らしを実
現するために、欠かすことのできない大切な施設です。
下水道へ接続すると、悪臭や害虫の発生を抑え生活環境
が良くなります。また、側溝や河川がきれいになり、自
然環境を守ることにもつながります。
　しかし、下水道が整備されても、接続していただかな
いと下水道本来の役割を果たすことができません。下水
道が整備された区域の方は、一日も早く下水道に接続を
お願いします。なお、下水道への接続工事は、必ず行田
市排水設備指定工事店に依頼してください。

▶問い合わせ　下水道課普及促進担当☎564―0303

快適な生活環境を目指して
下水道へ接続しましょう

第2期納期限　11月2日㈪
　受益者負担金は、下水道供用開始となった時点で、使
用の有無を問わず土地の面積に応じて賦課されます。こ
の負担金の納付には便利な口座振替をご利用ください。
また、期限内の納付が困難な場合は、納付相談をご利用
ください。
　なお、負担金賦課区域内の土地で売買・相続などにより
受益者の変更があった方は、下水道課までご連絡ください。

▶問い合わせ　同課業務担当☎564―0303

下水道事業受益者負担金を
お支払いの方へ

ハロウィンジャンボ宝くじ
１　等…3億円×11本
前後賞…各1億円×22本
　　　  （発売総額330億円
　　　  ・11ユニットの場合）

ハロウィンジャンボミニ
１　等…1,000万円×50本
　　　　（発売総額150億円・
　　　　5ユニットの場合）

この宝くじの収益金は市町村
の明るいまちづくりや環境対
策、高齢化対策など地域住民の
福祉向上のために使われます。

▶発売期間　10月20日㈫まで
▶発売場所　全国の宝くじ売場、宝くじ公式サイト
▶抽 選 日　10月27日㈫
▶問い合わせ　 (公財)埼玉県市町村振興協会☎048―822
　　　　　　―5004

ハロウィンジャンボ宝くじが発売中です

クーちゃん

宝くじは、埼玉県
内で買ってね！
収益金は県内の販
売実績などに応じ
て配分されるよ。
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開館時間　午前9時～午後7時　
休 館 日　10月5日㈪・12日㈪・19日㈪・26日㈪、
　　　　　11月2日㈪・4日㈬・9日㈪　
　　　　　※休館中の図書の返却はブックポストをご利用ください。

市立図書館　佐間3－24－7(「みらい」内)　ＴＥＬ：556―4227　ＦＡＸ：555―3770　ホームページ：https://lib-gyoda-saitama.jp
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人
３
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毎
月
末
日
ま
で
に
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
電

話
番
号
を
明
記
の
上
、
は
が
き
・
封
書
で
広
報
広
聴
課
。
な
お
、
一
部
添
削
し
て
掲
載
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
不
要
で
あ
れ
ば
「
添
削
不
要
」
と
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
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私
の
作
品

広　場

新　着　図　書
・ 物語の海を泳いで　角田光代／著
・たのしいどうぶつずかん　今泉忠明／監修
・ワタシゴト　中澤晶子／作
・二重拘束のアリア　川瀬七緒／著
・ネクスト・シェア　ネイサン・シュナイダー／著

読書週間特別映画会
▶日　　時　 11月3日㈫午後1時30分(午後1時

10分開場)
▶場　　所　「みらい」映像ホール
▶作 品 名　「銀河鉄道の夜」（上映時間48分）
▶内　　容　 友情で結ばれた二人の少年が「ほんと

うの幸せとは何か」を探して銀河鉄道
に乗り、星空の旅をしながらさまざま
な人と巡り会う、ファンタジーの物語。
藤城清治による影絵劇。　

▶定　　員　28人(先着順）
▶入 場 料　無料

　
全
国
か
ら
各
都
道
府
県
を
代
表
す
る
高
校
生
が
集
結

し
、
演
劇
、
郷
土
芸
能
、
美
術
、
写
真
な
ど
の
部
門
で
文

化
活
動
の
成
果
を
披
露
す
る
祭
典
、
全
国
高
等
学
校
総
合

文
化
祭
。
今
月
は
、
第
44
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

の
写
真
部
門
に
埼
玉
県
代
表
と
し
て
出
展
さ
れ
た
県
立
進

修
館
高
等
学
校
3
年
の
飯
田
岳
玖
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　
写
真
を
始
め
た
の
は
、
高
校
の
部
活
動
見
学
で
ふ
と
立

ち
寄
っ
た
写
真
部
に
飾
ら
れ
て
い
た
先
輩
方
の
写
真
に
目

を
奪
わ
れ
た
の
が
き
っ
か
け
。
小
学
校
か
ら
中
学
校
ま
で

サ
ッ
カ
ー
部
に
所
属
し
て
い
た
飯
田
さ
ん
で
す
が
、「
自

分
も
こ
の
よ
う
な
写
真
を
撮
っ
て
み
た
い
」
と
い
う
思
い

か
ら
写
真
部
に
入
部
す
る
こ
と
を
決
意
し
た
そ
う
で
す
。

そ
れ
か
ら
は
、
家
族
や
友
人
と
出
掛
け
る
際
に
一
眼
レ
フ

カ
メ
ラ
を
持
ち
歩
き
、
あ
か
ね
色
に
染
ま
る
夕
暮
れ
や
雨

上
が
り
の
水
た
ま
り
に
写
る
空
な
ど
“
日
常
の
中
に
あ
る

非
日
常
”を
探
し
て
は
写
真
に
収
め
て
い
ま
す
。
撮
影
す

る
と
き
に
心
掛
け
て
い
る
こ
と
を
尋
ね
る
と
、「
普
段
外

を
歩
く
際
に
、
こ
の
場
面
を
切
り
取
る
と
ど
の
よ
う
な
写

真
に
な
る
か
常
に
意
識
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
た
び
、
第
44
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
写
真

部
門
で
埼
玉
県
代
表
と
し
て
出
展
さ
れ
た
作
品
『
食
い
逃

げ
』
は
、
昨
年
6
月
に
行
わ
れ
た
「
第
38
回
埼
玉
県
高
等

学
校
写
真
連
盟
写
真
展
」
で
優
秀
賞
を
受
賞
し
、
そ
の
後

の
選
考
会
で
約
2
千
点
の
中
か
ら
上
位
10
点
に
選
ば
れ
た

も
の
。
作
品
の
タ
イ
ト
ル
の
と
お
り
、
ム
ク
ド
リ
が
赤
く

実
っ
た
サ
ク
ラ
ン
ボ
ウ
を
く
わ
え
、
祖
母
の
家
の
小
屋
に

作
っ
て
い
た
巣
に
持
っ
て
い
こ
う
と
す
る
一
カ
ッ
ト
で

す
。
撮
影
当
時
に
つ
い
て
「
絶
好
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン

ス
と
思
い
、
慌
て
て
カ
メ
ラ
を
構
え
、
連
写
し
た
中
で
飛

び
立
つ
瞬
間
を
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
振
り

返
り
ま
す
。
そ
ん
な
飯
田
さ
ん
に
対
し
、
顧
問
の
島
田

穣ゆ
た
か

教
諭
は
「
被
写
体
を
探
す
『
眼
』
が
と
て
も
優
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
セ
ン
ス
が
感
じ
ら
れ
る
作
品
で
す
」
と
褒

め
称
え
ま
す
。

　
卒
業
後
は
、
家
業
を
継
ぐ
た
め
自
動
車
関
係
の
専
門
学

校
に
進
む
予
定
の
飯
田
さ
ん
。「
写
真
は
、
そ
の
と
き
の

思
い
出
を
形
と
し
て
残
し
、
よ
み
が
え
ら
せ
て
く
れ
る

ツ
ー
ル
で
す
」
と
写
真
の
魅
力
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
飯
田
さ
ん
ら
し
い
感
性
光
る
写
真
を
撮
り
続

け
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

※ 

第　
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
ウ
ェ
ブ
開
催
と
な
り
ま
し

た
。
飯
田
さ
ん
の
作
品
は
、　
月

　
　
日
㈯
ま
で
２
０
２
０
こ
う
ち
総　

　
文
サ
イ
ト
か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。

いきいきいきいき

行田人ぎょうだじん

第
44
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

写
真
部
門
に
埼
玉
県
代
表
と
し
て
出
展

飯
田
　
岳が

く玖
さ
ん
（
斎
条
・
17
歳
）

＜CD＞
・ ターンテーブル　竹内まりや／歌
・WE DO　いきものがかり／演奏
・COMINATCHA!! WANIMA／演奏
・デディケイティッド　カーリー・
　レイ・ジェプセン／歌
・シック・ボーイ　ザ・チェインス
　モーカーズ／演奏

今月のおすすめDVD・CD
＜DVD＞
・翔んで埼玉
・ドント・ウォーリー
・マルタのやさしい刺繍
・トイストーリー４
・ムーミン 南の海で
　楽しいバカンス

定例イベント✿図書館で楽しいひとときを✿
イベント名 日　　時 内　　容 対　　象 場　所

子ども映画会 10月11日㈰午後2時 めいたんていラスカル
きえたおはなのなぞ 幼児・小学生(定員10人、先着順) 図書館

おはなしのへや

図書館シネマ倶楽部 10月25日㈰午後１時30分
(午後1時10分開場)

自転車泥棒(洋画：88分)
出演：ランベルト・マジョラー
ニ、エンツォ・スタヨーラ他

大人を対象としていますが、どなたで
も鑑賞できます(定員28人、要予約)

「みらい」
映像ホール

　新型コロナウイルス感染症の状況により、図書館サービスやイベントを変更する場合があります。
詳細は図書館ホームページをご覧ください。

10月27日から11月9日は
秋の読書週間です。

収蔵品展　忍藩主松平下総守家
　松平下総守家は、徳川家康の長女亀姫と三河国の武将奥

おくだいら
平信

のぶまさ
昌の四男松平忠

ただあきら
明を初代とする大名家です。文

政6年（1823）、9代忠
ただたか
堯の時、武蔵国忍に国替えとなり、以後は転封することなく明治維新を迎えました。

　城下町は、維新の際に藩主であった大名家と明治以降も深いつながりを
持つ場合が多く、市内にも松平下総守家に関する資料が数多く残されてい
ます。本展覧会では、郷土博物館が開館以来収集した松平下総守家に関す
る資料や、忍東照宮に伝来した資料を一堂に展示し、大名家の文化や松平
家の歴史を紹介します。

▶期　　間　 10月10日㈯～ 11月23日㈪※11月23日を除く月曜日と
11月4日㈬は休館

▶開館時間　午前9時～午後4時30分（入館は午後4時まで）
▶場　　所　郷土博物館企画展示室
▶入 館 料　【大人】200円　【大学・高校生】100円　
　　　　　　【小・中学生】50円　※団体割引あり
▶問い合わせ　同館☎554―5911 家

かもんちらし
紋散置

おきてぬぐい
手拭 形

なりかぶと
兜

（忍東照宮所有・行田市郷土博物館保管）

44

10

31



催し・募集

282020.10� 市報 ぎょうだ29

▼
展
示
期
間
　
10
月
29
日
㈭
～
11
月

8
日
㈰　

▼
場
所
　
郷
土
博
物
館　

▼
展
示
菊
花
　
厚
物
、
管
物
、
福

助
、
ダ
ル
マ
、
懸
崖
、
切
り
花
な
ど　

▼
主
催
　
行
田
市
菊
花
連
絡
協
議
会　

▼
申
　
出
品
は
原
則
と
し
て
、
所
属

支
部
ご
と
。
支
部
に
所
属
せ
ず
、
一

般
枠
で
出
品
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は

10
月
19
日
㈪
ま
で
に
同
協
議
会
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。　
▼
問
　
商
工

観
光
課
（
内
線
３
８
２
）

▼
日
時
　
10
月
23
日
㈮
午
前
10
時
～

11
時
※
雨
天
中
止　
▼
場
所
　
大
長

寺
忍
川
側
あ
ず
ま
や
付
近　
▼
内
容
　

忍
川
栄
橋
か
ら
旭
橋
ま
で
の
６
０
０

メ
ー
ト
ル
区
間
の
ご
み
を
拾
い
、
環

境
美
化
活
動
を
行
う
。　
▼
そ
の
他
　

汚
れ
て
も
よ
い
服
装
、
長
靴
、
運
動

靴
な
ど
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
軍

手
、
タ
オ
ル
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
配
布

し
ま
す
。　
▼
問
　
行
田
市
民
大
学

同
窓
会
忍
川
環
境
を
見
守
る
会
小
林

☎
０
８
０
―
１
０
９
５
―
３
７
６
４

イ
ベ
ン
ト

第
46
回
行
田
市
菊
花
展

忍
川
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦

▼
日
時
　
10
月
25
日
㈰
、
11
月
8
日

㈰
、
12
月
27
日
㈰
【
1
回
目
】
午
前

11
時
15
分
【
2
回
目
】
午
後
2
時
15

分　
▼
場
所
　
忍
城
址
※
雨
天
・
荒

天
の
場
合
は
中
止　
▼
出
演
　
潮
崎

ひ
ろ
の
、
地
元
ミュ
ー
ジ
シ
ャン　
▼
観

覧
無
料
　
▼
主
催
　
㈲
ポ
ッ
プ
企
画　

▼
問
　
同
社
☎
５
５
４
―
０
７
８
９

▼
日
時
　
10
月
1
日
㈭
～
11
月
30
日

㈪
午
前
9
時
～
午
後
4
時
※
土
・
日

曜
日
、
祝
日
を
除
く　
▼
場
所
　
Ｊ

Ｒ
行
田
駅
前
郵
便
局
（
壱
里
山
町

13
―
2
）　
▼
内
容
　
缶
コ
ー
ヒ
ー

「
ジ
ョ
ー
ジ
ア
」
に
関
す
る
飯
島
直

子
の
ポ
ス
タ
ー
や
販
促
グ
ッ
ズ
な
ど

の
展
示　
▼
問
　
栗
原
☎
０
９
０
―

１
５
３
５
―
４
４
６
０

▼
日
時
　
10
月
17
日
㈯
午
後
6
時

30
分
～
7
時
20
分
（
午
後
5
時
45

分
か
ら
受
け
付
け
）
※
荒
天
時
は
24

日
㈯　
▼
内
容
　
ウ
ェ
ブ
を
通
じ
て

手
持
ち
花
火
を
一
斉
に
点
火
。
そ
の

後
、
本
部
会
場
か
ら
仕
掛
け
花
火
と

行
田
市
ゼ
リ
ー
フ
ラ
イ
の
大
使
・

潮
崎
ひ
ろ
の
震
災
復
興
チ
ャ
リ

テ
ィ
ラ
イ
ヴ
＃
113
、
114
、
115

ジ
ョ
ー
ジ
ア
販
促
グ
ッ
ズ
展

笑
顔
に
会
い
た
い
！

み
ん
な
の
力
で
灯
を
と
も
そ
う

分
～
11
時
30
分　
▼
場
所
　
児
童
セ

ン
タ
ー
遊
戯
室　

▼
内
容
　
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
の
仮
装
用
衣
装
を
作
る
。　

▼
対
象
　
幼
児
～
小
学
校
低
学
年　

▼
定
員
　
15
人
程
度　
▼
参
加
無
料
　

▼
持
ち
物
　
の
り
、
は
さ
み　
▼
そ

の
他
　
未
就
学
児
は
保
護
者
の
付
き

添
い
が
必
要　
▼
申
・
問
　
10
月
17

日
㈯
ま
で
に
直
接
ま
た
は
電
話
で
同

セ
ン
タ
ー
☎
５
５
４
―
５
７
０
６

（
午
前
10
時
～
午
後
5
時
30
分
）

▼
日
時
　
11
月
7
日
㈯
午
後
2
時
30

分
～
4
時　

▼
場
所
　
忠
次
郎
蔵

（
忍
1
―
4
―
6
）　
▼
内
容
　
日

本
遺
産
の
構
成
資
産
で
あ
る
「
忠
次

郎
蔵
」
で
蕎
麦
打
ち
の
基
本
を
習

う
。　

▼
定
員
　
18
人
（
先
着
順
）　

▼
参
加
費
　

1
千
円　

▼
持
ち
物
　

三
角
巾
、
エ
プ
ロ
ン
、
持
ち
帰
り
用

パ
ッ
ク　
▼
主
催
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
忠

次
郎
蔵　
▼
そ
の
他
　
希
望
者
に
は

引
き
続
き
、
中
級
・
上
級
コ
ー
ス
を

用
意　
▼
申
・
問
　
11
月
6
日
㈮
ま

で
に
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
同
法
人
☎
５
５
６
―
９
９
８
８

（
火
～
日
曜
日
の
午
前
10
時
～
午
後

3
時
）【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】http://

chujiro.chu.jp

忠
次
郎
蔵
蕎そ

ば麦
打
ち
教
室

第
33
期
生
（
初
級
）

打
ち
上
げ
花
火
を
行
う
。　

▼
定

員
　
１
０
０
人
（
先
着
順
）　
▼
参

加
無
料
　
▼
主
催
　（
公
社
）
行
田

青
年
会
議
所　

▼
後
援
　
行
田
市　

▼
申
・
問
　
10
月
8
日
㈭
ま
で
に
電

話
で
同
所
事
務

局
髙
橋
☎
０
９
０

―
９
１
３
２
―

３
７
７
９

▼
日
時
　
11
月
14
日
㈯
午
前
10
時
～

午
後
4
時
（
午
前
9
時
30
分
か
ら
受

け
付
け
）　

▼
場
所
　
忍
・
行
田
公

民
館　
▼
内
容
　
巨
大
迷
路
で
ス
タ

ン
プ
を
集
め
て
ゴ
ー
ル
を
目
指
す
。

ゴ
ー
ル
を
し
た
人
に
は
焼
き
芋
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
。
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
同

時
開
催　
▼
定
員
　
１
０
０
人
（
先

着
順
）　
▼
参
加
費
　【
子
ど
も
】
無

料
、【
大
人
】
３
０
０
円　

▼
主
催
　

ペ
ン
ギ
ン
こ
ど
も
食
堂　

▼
後
援
　

行
田
市
、
行
田
市
社
会
福
祉
協
議

会　
▼
問
　
同
食
堂
事
務
局
野
口
☎

０
８
０
―
９
６
６
１
―
０
６
３
８

▼
日
時
　
10
月
24
日
㈯
午
前
10
時
30

巨
大
迷
路
が
出
現
！

講
座
・
教
室

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の

衣
装
を
つ
く
ろ
う

▼
日
時
　
11
月
4
日
～
26
日
の
毎
週

水
・
木
曜
日
（
全
8
回
）
午
前
10
時

～
11
時　
▼
場
所
　
行
田
グ
リ
ー
ン

ア
リ
ー
ナ
柔
道
場　
▼
内
容
　
気
功

体
操
で
免
疫
力
を
高
め
病
気
や
け

が
を
防
ぎ
、
太
極
拳
で
足
腰
と
バ

ラ
ン
ス
を
整
え
る
。　

▼
参
加
費
　

1
千
５
０
０
円　
▼
持
ち
物
　
バ
ス

タ
オ
ル
、
室
内
シ
ュ
ー
ズ　
▼
申
・

問
　
行
田
健
康
気
功
太
極
拳
サ
ー
ク

ル
福
田
☎
０
９
０
―
３
５
９
４
―

９
５
９
０

▼
日
時
　
①
10
月
29
日
㈭
②
10
月
31

日
㈯
午
前
10
時
～
11
時
30
分　
▼
場

所
　
①
桜
ヶ
丘
公
民
館
ホ
ー
ル
②
長

野
公
民
館
ホ
ー
ル　
▼
内
容
　
防
災

に
役
立
つ
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
座　
▼

対
象
　
市
内
在
住
の
方　
▼
定
員
　

各
30
人
（
先
着
順
）　
▼
参
加
無
料
　

▼
主
催
　
医
療
生
協
さ
い
た
ま
行

田
東
支
部　
▼
後
援
　
行
田
市
、
行

田
市
社
会
福
祉
協
議
会　
▼
そ
の
他
　

①
②
と
も
同
内
容
で
す
が
両
日
と
も

参
加
可　
▼
申
・
問
　
行
田
協
立
診

療
所
高
橋
☎
５
５
６
―
６
７
５
５

わ
か
り
や
す
く
楽
し
い

気
功
体
操
と
太
極
拳
体
験
会

ス
マ
ホ
は
防
災
の
必
需
品

も
っ
と
便
利
に
使
お
う

ご確認ください　イベントなどの中止・延期情報

開催日 名　称 実施状況 問い合わせ

10月₃日㈯
「行田のまちをゴシゴシみんなで
クリーンなまちづくり」水城公園
及び忍城址周辺清掃活動

中止
行田のまちをゴシゴシ委員会
事務局（管理課内・内線5703、
都市計画課内・内線5604）

10月11日㈰ 浮き城のまち行田こどもまつり 中止 ひとつくり支援課（内線5311）

10月15日㈭ 防犯のまちづくり・暴力追放市民
大会 中止 防災安全課（内線283）、

行田市防犯協会☎553―3531

10月17日㈯ 行田市ふれあい福祉健康まつり 中止 行田市社会福祉協議会
☎557―5400

10月25日㈰ 市民体育祭 中止 スポーツ振興課☎556―8336

11月₁日㈰ ニューギョーダコレクション2020
～ change（変革）～ 中止 ニューギョーダコレクション実行

委員会☎080―2109―9759

11月₃日㈫ ’20彩の国実業団駅伝～第61回東
日本実業団対抗駅伝競走大会 中止 埼玉県陸上競技協会

☎048―771―4248

11月₈日㈰ 第41回行田商工祭・忍城時代まつり 中止 行田商工会議所☎556―4111

11月7日㈯
　  ・8日㈰ みずしろフェスタ2020 中止 地域づくり支援課（内線253）

中止となったイベントなど （9月18日現在）

イベントなどの
中止・延期情報

　新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、中止・延期となったイベントなどをお
知らせします。
　なお、「市報ぎょうだ」の掲載の有無に関わらず、一部イベントなどが中止・延期とな
る場合がありますので、事前に各問い合わせ先にご確認ください。中止・延期が決定し
たイベントなどは、市ホームページに随時掲載していますので、ご覧ください。

地域公民館
文化祭は中止に
なりました

　地域公民館文化祭
は、新型コロナウイ
ルス感染拡大防止の
観点から、今年度の
開催は中止となりま
した。
　なお、一部の公民
館で、小規模な作品
展示を予定していま
すので、直接各公民
館に問い合わせくだ
さい。
▶問い合わせ　
　 中央公民館
　☎556―2649

広告広告



催し・募集

▼
日
時
　
10
月
24
日
㈯
午
後
2
時
〜

4
時　
▼
場
所
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
み
ず
し
ろ
ギ
ャ
ラ
リ
ー　
▼

内
容
　
フ
レ
イ
ル
に
つ
い
て
学
び
、

予
防
に
役
立
て
る
。
自
身
の
状
態
に

応
じ
た
生
活
習
慣
の
改
善
ポ
イ
ン
ト

と
自
己
管
理
方
法
を
知
る
。　
▼
定

員
　
30
人
（
先
着
順
）　

▼
参
加
無

料
　
▼
主
催
　
医
療
生
協
さ
い
た
ま

利
根
北
地
区
健
康
づ
く
り
委
員
会　

▼
後
援
　
行
田
市　
▼
そ
の
他
　
動

き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ

い
。　
▼
申
・
問
　
行
田
協
立
診
療

所
高
橋
☎
５
５
６
―
６
７
５
５

▼
日
時
　
①
10
月
10
日
㈯
②
10
月

24
日
㈯
い
ず
れ
も
午
後
２
時
〜
４

時　
▼
場
所
　
①
忍
・
行
田
公
民
館

会
議
室
１
②
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
ぎ
ょ
う
だ
研

修
室　
▼
内
容
　
５
分
前
後
の
英
語

の
ス
ピ
ー
チ
を
発
表
し
、
英
語
で
論

評
す
る
。　
▼
対
象
　
高
校
生
以
上　

▼
受
講
料
　
１
回
５
０
０
円
（
資

料
代
な
ど
）　

▼
定
員
　
５
人
（
先

着
順
）　
▼
問
　
同
ク
ラ
ブ
榎
本
☎

０
８
０
―
５
１
８
０
―
４
６
０
９

健
康
講
座
　
フ
レ
イ
ル

（
虚
弱
）予
防
に
つ
い
て
学
ぼ
う

さ
き
た
ま
ト
ー
ス
ト
マ
ス
タ
ー
ズ

ク
ラ
ブ
　
英
会
話
ス
ピ
ー
チ

302020.10 市報 ぎょうだ31
人口80,347人（―43）　男39,855人（―19）　女40,492人（―24）　世帯数35,269世帯（20）
8月中の異動　出生26人　転入等177人　死亡70人　転出等176人

■ 市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。市報をデイジー版に録音したものを
希望者宅にお届けします。ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで。

行田市の人口と世帯
※（　）内は前月比

秋
の
寄
せ
植
え

▼
日
時
　
10
月
17
日
㈯
・
24
日
㈯
午

後
1
時
30
分
〜
2
時
30
分　
▼
場
所
　

古
代
蓮
会
館
研
修
室　
▼
内
容
　
秋

の
植
物
を
生
か
し
た
寄
せ
植
え　
▼

定
員
　
各
日
10
人
（
先
着
順
）　

▼

参
加
費
　
1
千
円　
▼
申
　
10
月
3

日
㈯
午
前
9
時
か
ら
直
接
同
館

商
工
セ
ン
タ
ー
映
画
祭

▼
日
時
　
10
月
17
日
㈯
午
後
2
時
上

映　
▼
場
所
　
商
工
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ル　
▼
上
映
作
品
　
プ
ロ
フ
ェッ
シ
ョ

ナ
ル
の
流
儀
「
専
門
看
護
師
」（
上

映
時
間
43
分
）　
▼
定
員
　
２
０
０
人

（
先
着
順
）　
▼
入
場
無
料
　
▼
そ

の
他
　
整
理
券
は
あ
り
ま
せ
ん
。
直

接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
講
座

「
リ
ズ
ム
de
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
」

▼
日
時
　
11
月
1
日
〜
29
日
の
毎

週
日
曜
日
（
全
5
回
）
午
前
10
時

30
分
〜
11
時
30
分　
▼
場
所
　
商
工

セ
ン
タ
ー
研
修
室　
▼
内
容
　
英
語

を
使
っ
た
歌
、
色
塗
り
、
リ
ズ
ム
な

ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
遊
び
（
英

語
が
苦
手
や
初
め
て
英
語
に
触
れ
る

（
立
川
流
家
元
七
代
目
立
川
談
志
唯

一
の
内
弟
子
）　
▼
入
場
料
　
５
０
０

円
（
全
席
自
由
※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
の
状
況
に
よ
り
指

定
席
に
な
る
場
合
あ
り
）
※
未
就
学

児
は
無
料　
▼
チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い
　

10
月
24
日
㈯
午
前
9
時
か
ら
同
セ
ン

タ
ー
2
階
管
理
事
務
所
で
販
売

伝
統
文
化
お
や
こ
教
室

▼
日
時
　
11
月
14
日
㈯
・
28
日
㈯
、

12
月
5
日
㈯
・
20
日
㈰
、
令
和
3
年

1
月
11
日
㈪
・
24
日
㈰
、
2
月
14
日

㈰
・
20
日
㈯
（
計
8
回
）
午
前
9
時

〜
11
時　
▼
場
所
　
産
業
文
化
会
館

他　
▼
内
容
　
日
本
舞
踊
の
実
技
お

よ
び
三
味
線
の
体
験　
▼
対
象
　
小

学
生
〜
大
学
生
お
よ
び
そ
の
保
護
者

※
幼
稚
園
児
・
保
育
園
児
は
応
相
談　

▼
定
員
　
15
人
（
先
着
順
）　

▼
参

加
費
　
2
千
５
０
０
円
（
保
険
料
を

含
む
）
※
参
加
費
の
返
金
不
可　
▼

申
　
10
月
17
日
㈯
午
前
9
時
か
ら
直

接
同
館

埼
玉
古
墳
群
特
別
史
跡
指
定

タ
イ
ア
ッ
プ
事
業 
は
に
わ
の
館

ね
ん
土
料
金
割
引
サ
ー
ビ
ス

▼
日
時
　
11
月
14
日
㈯
・
15
日
㈰
午

前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分
（
は
に
わ

づ
く
り
の
受
け
付
け
は
午
後
2
時
30

お
子
さ
ん
も
安
心
し
て
参
加
で
き
ま

す
）　
▼
対
象
　
3
歳
以
上
の
未
就

学
児
と
そ
の
保
護
者
※
申
し
込
み

の
無
い
方
の
見
学
は
で
き
ま
せ
ん
。　

▼
定
員
　
10
組
（
先
着
順
）　
▼
参
加

費
　【
大
人
】
1
千
５
０
０
円
【
子

ど
も
】
1
千
円
（
保
険
料
を
含
む
）　

▼
申
　
10
月
15
日
㈭
午
前
9
時
か
ら

参
加
費
を
添
え
て
直
接
同
セ
ン
タ
ー

2
階
管
理
事
務
所
（
電
話
で
の
仮
申

し
込
み
は
同
日
午
前
10
時
か
ら
）

腰
力
up
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

▼
日
時
　
10
月
17
日
〜
11
月
7
日
の

毎
週
土
曜
日
（
全
4
回
）
午
前
11
時

〜
午
後
0
時
30
分　
▼
場
所
　
行
田

グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
柔
道
場　
▼
内

容
　
腰
や
股
関
節
を
中
心
に
椅
子
な

ど
身
近
な
も
の
を
利
用
し
た
エ
ク
サ

サ
イ
ズ
を
行
い
、
伸
び
伸
び
動
く
体

を
取
り
戻
す
。　
▼
対
象
　
18
歳
以

上
の
方　
▼
定
員
　
各
回
30
人
（
先

着
順
）　
▼
参
加
費
　
1
回
５
０
０

円　
▼
持
ち
物
　
室
内
シ
ュ
ー
ズ
、

運
動
で
き
る
服
装
、
腰
に
巻
く
た
め

の
タ
オ
ル
2
枚
、
飲
み
物
、
ヨ
ガ

マ
ッ
ト
や
バ
ス
タ
オ
ル
な
ど
の
敷
き

物　
▼
申
　
開
催
日
の
午
前
10
時
30

分
か
ら
直
接
同
館

オ
ー
タ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

延
期

　
10
月
25
日
㈰
に
開
催
予
定
の
オ
ー

タ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
を
考
慮

し
、延
期
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
春
行
田
寄
席

〜
立
川
談
幸
講
演
会
〜

▼
日
時
　
令
和
3
年
1
月
16
日
㈯

午
後
2
時
開
演
（
午
後
1
時
30
分

開
場
）　
▼
場
所
　
商
工
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル　

▼
内
容
　
落
語
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ　

▼
出
演
　
立
川
談
幸

分
ま
で
）　
▼
内
容
　
①
は
に
わ
づ

く
り
用
ね
ん
土
料
金
1
キ
ロ
グ
ラ
ム

を
１
０
０
円
引
き
の
５
０
０
円
で
提

供　
②
は
に
わ
づ
く
り
体
験
者
に
オ

リ
ジ
ナ
ル
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
を
進
呈

古
代
蓮
の
里

「
お
客
様
感
謝
デ
ー
」

▼
期
日
　
10
月
24
日
㈯
・
25
日
㈰　

▼
内
容
　
①
古
代
蓮
会
館
入
館
料
2

割
引　

②
有
料
入
館
者
に
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
期
間
中
に
使
え
る
割
引

券
の
配
布　
③
売
店
内
外
で
ワ
ン
コ

イ
ン
セ
ー
ル
（
１
０
０
円
）
を
開
催　

④
売
店
で
2
千
円
以
上
お
買
い
上
げ

の
方
に
同
館
招
待
券
を
1
枚
進
呈　

⑤
う
ど
ん
店
で
希
望
者
に
大
盛
り
無

料
サ
ー
ビ
ス　
▼
そ
の
他
　
各
施
設

と
も
営
業
時
間
は
通
常
ど
お
り

古
代
蓮
会
館

県
民
の
日
彩
り
感
謝
デ
ー

▼
日
時
　
11
月
14
日
㈯
午
前
9
時
〜

午
後
4
時
30
分
（
受
け
付
け
は
午
後

4
時
ま
で
）　
▼
内
容
　
①
古
代
蓮

会
館
の
小
人
の
入
館
無
料　
②
同
館

内
で
蓮
の
種
を
使
っ
た
手
作
り
ア
ク

セ
サ
リ
ー
体
験
を
開
催
（
午
前
10
時

〜
午
後
2
時
、
参
加
費
５
０
０
円
、

当
日
随
時
受
け
付
け
）　
▼
そ
の
他
　

売
店
・
う
ど
ん
店
は
通
常
営
業

【住民基本台帳人口】
（令和2年9月1日現在）

■ 市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。市報をデイジー版に録音したものを
希望者宅にお届けします。ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで。

クラブ名 日　時 場　所 内　容 対　象 定員 会　費 申し込み・問い合わせ

スイムキッズ 毎週木曜日
午後4時～ 5時 市民プール

プールが苦手な
児童の水慣れお
よび基礎的な水
泳指導

令和2年10月現在、
小学1～ 3年生 6人 月額

2,500円

10月22日㈭午後3時
30分～ 4時に直接市
民プール2階会議室
☎555―2455

▶その他　・応募者多数の場合は申し込み時に抽選となります。
　　　　　・1人につき1人分の申し込みのみとなります（権利の譲渡不可）。
　　　　　・時間に遅れた方は抽選に参加できません。

クラブ名 日　時 場　所 内　容 対　象 定　員 参加費 申し込み・問い合わせ

ゆったり
ベーシックヨガ

10月20日～ 11月10日の
毎週火曜日
午前11時15分～午後0時15分 「 行田グリーン

アリーナ」柔
道場

基本のヨガ

18歳
以上の方

各回10人
（先着順）

1回に
つき
700円

10月15日 ㈭
午前9時から
直接または電
話で同館（要
予約）

PYC
10月20日～ 11月10日の
毎週火曜日
午後1時～ 2時

ダイナミックな
動きのヨガ

がんばらない
ヨガ

10月23日～ 11月13日の
毎週金曜日
午前9時30分～ 10時30分

総合公園管理
事務所大会議
室

初心者向けの
ヨガ

各回5人
（先着順）

ZUMBA®
10月17日～ 11月7日の
毎週土曜日
午前9時30分～ 10時30分

「 行田グリーン
アリーナ」剣
道場

アップビートな
リズムにのせた
エクササイズ

各回15人
（先着順）

いきいき＆わくわくエンジョイスポーツクラブ会員

クラブ活動体験

（公財）行田市産業・文化・
 スポーツいきいき財団

… 申し込み・問い合わせ …

http://www.ikiiki-zaidan.or.jp/index.html

商工センター
TEL. 553－0510
FAX. 553－2021

産業文化会館
TEL. 556－6371
FAX. 556－6372

行田グリーンアリーナ
TEL. 553－3377
FAX. 553－0487

古 代 蓮 会 館
TEL. 559－0770
FAX. 559－0784

広告広告



　
現
在
、
須
加
地
区
に
あ
る
如
来
堂
（
須
加

４
７
２
８
―
1
）
は
、江
戸
時
代
に
建こ
ん

立り
ゅ
うさ

れ

た
も
の
で
、
例
年
12
月
に
は
地
区
の
皆
さ
ん

に
よ
っ
て
百
ひ
ゃ
く

万ま
ん

遍べ
ん

念
仏
が
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
『
須
加
村
如
来
堂
紀
行
』
と
い
う
江
戸
時

代
の
書
物
に
よ
る
と
、
当
時
の
須
加
村
に

〝
如
来
さ
ま
〞
が
現
れ
た
の
は
元
禄
３
年

（
１
６
９
０
）
４
月
の
こ
と
。
当
時
、
村
内

で
も
農
業
に
励
み
何
事
に
も
ま
め
な
百
姓
家

の
庭
に
、
冬
な
の
に
不
思
議
と
雪
が
積
も
ら

な
い
一
畳
ほ
ど
の
場
所
が
以
前
か
ら
あ
り
、

そ
の
地
面
か
ら
ま
ば
ゆ
い
金
の
光
を
放
つ
阿あ

弥み

陀だ

三
尊
像
（
阿
弥
陀
如
来
、
観か
ん

音の
ん

・
勢せ
い

至し

菩ぼ

薩さ
つ

）
が
見
つ
か
っ
た
と
い
う
の
で
す
。
こ

の
こ
と
は
瞬
く
間
に
人
々
に
知
れ
渡
り
、
老

若
男
女
を
問
わ
ず
皆
が
駆
け
つ
け
て
拝
み
ま

し
た
。

　
同
じ
頃
、
信
州
善
光
寺
の
秘
仏
で
あ
る
本

尊
の
如
来
像
が
「
ど
こ
と
は
な
し
に
遷う
つ

り
遊

ば
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
噂
が
全
国
的
に
流

れ
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
中
、一
説
に
よ
る
と

「
善
光
寺
本
尊
と
同
体
」
と
も
唱
え
ら
れ
る

如
来
像
が
須
加
村
で
出
現
し
た
の
で
す
。
こ

の
風
説
は
老
中
を
務
め
て
い
た
忍
藩
主
・
阿

部
正
武
の
耳
に
も
入
り
、
如
来
像
は
江
戸
に

迎
え
ら
れ
上
野
の
寛
永
寺
の
子
院
現げ
ん

龍り
ゅ
う

院い
ん

で
し
ば
ら
く
安
置
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
眼

を
患
っ
て
い
た
桂け
い

昌し
ょ
う

院い
ん（

五
代
将
軍
徳
川
綱

吉
の
母
）
の
夢
枕
に
如
来
像
が
現
れ
て
望
ん

だ
こ
と
か
ら
、
宝
永
７
年
（
１
７
１
０
）
春

に
須
加
村
へ
の
帰
郷
が
叶
い
ま
し
た
。

　
如
来
堂
が
現
在
の
敷
地
に
建
立
さ
れ
る
と
、

境
内
に
は
敷
石
が
施
さ
れ
ま
し
た
。
安
永
５

年
（
１
７
７
６
）
に
建
て
ら
れ
た
敷
石
供
養

の
石
柱
に
は
「
信
州
善
光
寺
同
體
阿
﹇ 
﹈
敷

石
供
養
﹇ 

﹈（﹇ 

﹈
は
埋
没
）」
と
刻
ま
れ
て

お
り
、当
時
は
善
光
寺
本
尊
と
同

体
の
如
来
像
と
し
て
信
仰
を
集

め
て
い
た
様
子
が
分
か
り
ま
す
。

須
加
の
〝
如
来
さ
ま
〞
は
パ
ワ
ー

ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
江
戸
時
代
の

須
加
村
に
に
ぎ
わ
い
を
も
た
ら

し
、今
な
お
須
加
の
人
々
を
見
守

り
続
け
て
い
ま
す
。

 

（
郷
土
博
物
館　
澤
村
怜
薫
）

市
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ぎ
ょ
う
だ
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編
集
・
発
行
／
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広
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聴
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環境にやさしい
植物油インキ
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資
料
が
か
た
る

 

行
田
の
歴
史

19

行
田 

歴
史
系
譜
319

　市では、子供たちの生きる力（学力、規律ある態度、体
力）の育成を目指し、少人数によるきめ細かな指導や地域

と連携した多様な学習を行っています。中央小学校1年生の皆さんも、元気
に登校しています。子供たちは「今日は何を勉強するのかな」と楽しそうに話
していました。

須
加
に〝
如
来
さ
ま
〞あ
ら
わ
る
！ 

〜
江
戸
時
代
の
民
間
信
仰
〜

● 10月1日㈭～30日㈮に電話またはEメールで広報広聴課広報広聴
担当（内線318） ※応募要領は市ホームページをご覧ください。
● 応募者多数の場合は、11月2日㈪午前11時から市役所307会議
室で公開抽選を行います。

令和元年12月生まれのお子さんを募集しますはじめまして
令和元年 10月生まれ のおともだち

市報ぎょうだ CITY PUBLIC RELATIONS

GYODA No.892
Oct.202010

如来堂境内に現存する
安永5年の敷石供養石柱

佐
藤 

優ゆ
う
と斗 

ち
ゃ
ん （
持
田
）

令
和
元
年
10
月
9
日
生
ま
れ

父
・
輝
雄
さ
ん　
母
・
美
樹
さ
ん

「
Y
o
u
！ 

ジ
ャ
ニ
ー
ズ

 

入
っ
ち
ゃ
い
な
よ
！
」

堀
口 

瑚こ

と

は
采
巴 

ち
ゃ
ん （
荒
木
）

令
和
元
年
10
月
14
日
生
ま
れ

父
・
大
輔
さ
ん　
母
・
沙
友
里
さ
ん

岡
田 

壮あ
き
と翔 

ち
ゃ
ん （
和
田
）

令
和
元
年
10
月
3
日
生
ま
れ

父
・
貴
明
さ
ん　
母
・
綾
乃
さ
ん

「
家
族
み
ん
な
の
宝
物
♡

 

可
愛
い
笑
顔
た
く
さ
ん
み
せ
て
ね
」

「
我
が
家
の
癒
し
♡

 

笑
顔
を
あ
り
が
と
う
♡
」

田
部
井 

柊ひ
ら
り利 

ち
ゃ
ん （
中
江
袋
）

令
和
元
年
10
月
30
日
生
ま
れ

父
・
俊
さ
ん　
母
・
千
尋
さ
ん

「
兄
妹
仲
良
く
、

 

元
気
に
育
っ
て
ね
♡
」

小
河
原 

凰お
う
せ
い誠 

ち
ゃ
ん （
忍
）

令
和
元
年
10
月
23
日
生
ま
れ

父
・
信
貴
さ
ん　
母
・
由
莉
さ
ん

香
川 

湊み
な
と斗 

ち
ゃ
ん （
長
野
）

令
和
元
年
10
月
28
日
生
ま
れ

父
・
渉
さ
ん　
母
・
早
織
さ
ん

「
幸
せ
な
毎
日
を
あ
り
が
と
う
♡
」

「
１
に
挨
拶
！ 

２
に
笑
顔
！

 

笑
う
門
に
は
福
来
る
！
」

行田市公式LINEの
友だち登録はこちらから！

目指せ！友だち登録10,000人！
（現在3,200人）

●市政・イベント・防災などに関する行政情報を発信します。


